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法
律
論
叢
　
第
八
四
巻
　
第
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
一
二
・
一
）

【
論
　
説
】パ

ウ
ン
ド
「
社
会
学
的
法
学
」
へ
の
新
視
座

岡
　
　
嵜
　
　
　
　
　
修

目
　
次

植
物
学
者
の
法
学
構
想

古
典
力
学
モ
デ
ル
・・
機
械
論
的
社
会
学
へ
の
批
判

物
理
学
モ
デ
ル
か
ら
心
理
学
モ
デ
ル
へ

オ
ッ
ト
ー
・
ギ
ー
ル
ケ
の
団
体
法
論

レ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
と
パ
ウ
ン
ド

「
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、
法
を
法
規
の
体
系
や
集
合
と
す
る
考
え
を
攻
撃
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
る（1
）
　
。」
ロ
ス
コ
ー
・
パ
ウ
ン
ド
が
、
エ
ー

ル
リ
ッ
ヒ
『
法
社
会
学
の
基
礎
理
論
』
の
英
訳
版
序
文
に
記
し
た
こ
の
下
り
に
は
、
若
き
日
に
彼
が
植
物
学
研
究
を
通
じ
身
に
着
け
た
生

態
学
の
視
点
が
息
づ
い
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
法
学
者
で
社
会
学
的
法
学
を
提
唱
し
た
パ
ウ
ン
ド
は
、
も
っ
ぱ
ら
法
学
者
と
し

て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
。
だ
が
、
一
八
八
四
年
、
若
干
一
四
歳
で
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
に
入
学
し
て
以
後
、
彼
は
植
物
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ベ
ッ
シ
ー
の
下
で
最
新
の
植
物
学
研
究
に
打
ち
込
み
、
八
九
年
に
は
植
物
学
で
修
士
号
を
取
得
、
そ
の
後
、
同
大
学
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
セ
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ミ
ナ
ー
の
同
僚
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
メ
ン
ツ
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
九
七
年
に
は
植
物
学
で
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
第
一
号
の
Ｐ
ｈ
Ｄ
を

取
得
し
た
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る（2
）
　
。

大
学
入
学
か
ら
一
五
年
を
超
え
る
年
月
を
植
物
学
研
究
に
費
や
す
中
で
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
一
八
八
九
年
か
ら
一
年
間
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・

ス
ク
ー
ル
に
通
っ
た
も
の
の
、
そ
の
頃
は
法
学
に
さ
し
た
る
興
味
を
持
て
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
彼
は
ボ
ス
ト
ン
か

ら
ネ
ブ
ラ
ス
カ
に
戻
る
と
、
弁
護
士
実
務
や
法
学
講
義
を
行
う
傍
ら
、
州
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
の
研
究
員
に
な
っ
て
も
な
お
執

拗
に
植
物
学
研
究
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
パ
ウ
ン
ド
が
法
学
者
に
転
じ
た
こ
と
の
方
が
不
思
議
に
思
え
て
く
る
。

こ
の
経
歴
を
視
野
に
入
れ
、
パ
ウ
ン
ド
の
唱
え
た
社
会
学
的
法
学
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
植
物
学
研
究
で
身
に
着
け
た
生

態
学
の
着
想
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
彼
の
社
会
学
的
法
学
は
、
こ
の
視
点
に
立
っ
て
新
た
な
法
学
を
模
索
す
る
中
か
ら
誕
生
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る（3
）
　
。
本
稿
で
は
、
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
学
的
法
学
構
想
に
潜
む
植
物
学
者
の
視
点
を
探
る
。

植
物
学
者
の
法
学
構
想

一
九
〇
八
年
の
「
機
械
論
的
法
学（4
）
　
」、
翌
年
の
「
契
約
の
自
由（5
）
　
」
に
続
き
、
パ
ウ
ン
ド
は
一
九
一
一
―
一
二
年
、H

a
rva
rd
L
aw
R
ev
iew

に
「
社
会
学
的
法
学
の
範
囲
と
目
的
」
と
題
す
る
論
文
を
著
し
、
一
九
世
紀
末
ま
で
の
欧
米
に
お
け
る
法
学
研
究
を
批
判
的
に
概
観
し
つ

つ
、
社
会
学
的
法
学
に
到
る
諸
段
階
を
振
り
返
っ
て
い
る（6
）
　
。
そ
の
半
世
紀
後
、
晩
年
に
著
し
た
五
巻
か
ら
な
る‘J

u
risp
ru
d
en
ce’

に
お
け

る
記
述
で
も
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
ほ
ぼ
似
た
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
半
世
紀
の
時
を
経
た
後
も
、
彼
の
社
会
学
的
法
学
へ
の

構
想
に
は
、
初
期
の
頃
と
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
の
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る（7
）
　
。

「
形
式
主
義
へ
の
反
乱
」
と
言
わ
れ
る
一
九
世
紀
末
の
大
規
模
な
知
的
変
化
の
中
に
あ
っ
て（8
）
　
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
リ
ン
ネ
流
の
博
物
誌
的
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な
植
物
分
類
学
と
は
異
な
る
新
た
な
植
物
学
研
究
を
行
い
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
法
学
に
転
じ
た
。
当
時
の
欧
米
に
お
け
る
法
学
研
究

は
、
自
然
法
論
、
分
析
法
学
、
歴
史
法
学
に
大
別
さ
れ
る
が
、
パ
ウ
ン
ド
は
こ
こ
に
植
物
学
で
培
っ
た
生
態
学
的
視
座
を
持
ち
込
み
、
そ

れ
ま
で
の
法
学
研
究
に
は
希
薄
で
あ
っ
た
構
想
を
新
た
に
展
開
し
て
み
せ
た
。

植
物
は
、
い
か
な
る
土
壌
や
環
境
に
お
い
て
も
自
由
に
繁
茂
し
う
る
わ
け
で
は
な
く
、
地
質
や
気
候
な
ど
周
囲
の
影
響
に
左
右
さ
れ
る

た
め
、
土
壌
の
性
質
や
高
度
の
違
い
に
よ
り
、
そ
こ
に
宿
る
植
物
群
は
様
相
を
異
に
す
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
展
開
に
よ
り
弾
み

の
つ
い
た
生
態
学
的
な
見
方
は
、
法
学
の
世
界
に
お
い
て
は
馴
染
み
の
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
植
物
と
同
様
、
人
間
も
周
囲
を
取

り
巻
く
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
し
、
個
々
の
人
間
の
集
積
か
ら
成
る
か
に
見
え
る
社
会
も
、
容
易
に
個
人
へ
と

還
元
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
パ
ウ
ン
ド
の
提
唱
し
た
社
会
学
的
法
学
は
、
抽
象
的
個
人
か
ら
出
発
す
る
こ
と
を
常
と
し
て
き
た
旧
来

の
法
学
の
変
革
を
目
指
す
と
と
も
に
、
コ
ン
ト
に
始
ま
り
古
典
力
学
と
決
定
論
を
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
社
会
学
に
訣
別
を
迫
る
も
の
で
も

あ
る
。
革
新
主
義
者
の
一
人
と
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
は
個
人
主
義
に
傾
き
す
ぎ
た
法
学
を
批
判
し
、
社
会
の
中
の
人
間
を
植
物
学
者
の
目
で

生
態
学
的
に
捉
え
、
法
に
よ
る
社
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、
そ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
物
理
的
な
力
に
頼
っ
て
き
た
や
り
方
か
ら
、
心
理
的
な

力
の
作
用
を
重
視
す
る
も
の
へ
の
転
換
を
試
み
た
。

古
典
力
学
と
決
定
論
を
モ
デ
ル
と
す
る
科
学
研
究
は
、
自
然
を
対
象
と
す
る
研
究
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
法
学
の
伝
統
に

も
見
ら
れ
る
こ
の
傾
向
を
「
機
械
論
的
法
学
」
と
称
し
、
パ
ウ
ン
ド
は
そ
の
不
毛
さ
を
批
判
し
た
。
書
物
に
書
か
れ
た
だ
け
の
法
をlaw

in
b
o
o
k
s

と
呼
び
、
実
際
に
人
の
行
動
を
支
配
す
る
法law

in
a
ctio
n

を
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
も
の
と
し
て
重
視
し
た
こ
と
に
も
、
植
生
研

究
で
培
っ
た
視
点
が
窺
わ
れ
る（9
）
　
。

生
き
物
を
研
究
対
象
と
す
る
科
学
も
、
そ
れ
を
生
命
現
象
と
し
て
把
握
し
近
代
生
物
学
の
誕
生
を
見
る
の
は
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る（10
）
　
。
パ
ウ
ン
ド
の
植
物
学
研
究
は
、
リ
ン
ネ
流
の
静
的
な
分
類
学
と
は
異
な
り
、
生
態
学
的
視
点
に
立
っ
た
動
的
な
も
の
で
、
ド
イ
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ツ
の
オ
ス
カ
ー
・
ド
ル
ー
デ
の
植
物
地
理
学
を
手
本
に
し
た
、
一
九
世
紀
末
に
お
い
て
は
最
新
の
も
の
で
あ
っ
た（11
）
　
。
植
物
地
理
学
は
、
植

生
の
研
究
を
通
じ
、
個
々
の
植
物
、
種
、
生
態
類
、
群
落
な
ど
の
概
念
を
合
成
す
る
形
で
展
開
さ
れ
る（12
）
　
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
諸
概
念
は
、

具
体
的
な
個
々
の
植
物
か
ら
抽
象
度
の
高
い
群
落
に
到
る
ま
で
、
各
種
の
概
念
が
層
を
成
す
形
で
重
な
り
、
各
レ
ベ
ル
で
存
在
の
ハ
イ
ア

ラ
ー
キ
ー
を
構
成
す
る
。
水
辺
、
荒
野
、
砂
漠
、
温
暖
地
、
寒
冷
地
な
ど
の
環
境
条
件
の
違
い
に
応
じ
、
随
所
に
群
集
す
る
植
物
群
を
統

計
的
手
法
に
従
っ
て
特
定
し
つ
つ
、
植
物
分
布
の
あ
り
よ
う
を
研
究
す
る
。
パ
ウ
ン
ド
と
ク
レ
メ
ン
ツ
は
、
こ
の
研
究
を
通
じ
、
ア
メ
リ

カ
で
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
ネ
ブ
ラ
ス
カ
の
植
物
分
布
図
の
作
成
を
も
く
ろ
ん
で
い
た（13
）
　
。

パ
ウ
ン
ド
は
、
こ
れ
を
通
じ
身
に
着
け
た
視
点
か
ら
、
自
然
法
論
、
分
析
法
学
、
歴
史
法
学
に
代
表
さ
れ
る
一
九
世
紀
法
学
研
究
の
さ

ま
を
眺
め
、
個
人
主
義
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
英
米
の
法
学
研
究
が
抽
象
的
個
人
を
出
発
点
に
据
え
つ
つ
、
公
理
か
ら
の
演
繹
に
頼
っ

て
法
理
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
を
ア
プ
リ
オ
リ
ズ
ム
と
し
て
批
判
し
、
人
が
群
集
す
る
社
会
を
有
機
体
と
し
て
捉
え
直
し
、
そ
れ

を
法
を
通
じ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
法
学
の
課
題
に
据
え
た
。
そ
れ
は
、
革
新
主
義
陣
営
に
属
す
る
法
学
者
の
視
点
を
反
映
す
る
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
植
物
研
究
を
通
じ
環
境
に
左
右
さ
れ
る
植
物
群
を
観
察
し
て
き
た
経
験
も
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。

認
識
が
見
ら
れ
る
対
象
と
見
る
人
間
と
の
合
作
か
ら
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば（14
）
　
、
若
き
日
に
お
け
る
本
格
研
究
で
身
に
着
け
た

視
座
は
、
た
と
え
見
ら
れ
る
対
象
が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
容
易
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
植
物
学
者
の
眼
で
法
学
の
世
界
を

眺
め
た
と
き
、
自
然
法
論
、
分
析
法
学
、
歴
史
法
学
の
い
ず
れ
に
も
生
態
学
的
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
は
、
パ
ウ
ン
ド
に
は
容
易
に

察
知
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

社
会
学
的
法
学
へ
の
動
き
に
寄
与
し
た
人
物
と
し
て
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
ル
ド
ル
フ
・
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
、
オ
ッ
ト
ー
・

ギ
ー
ル
ケ
、
ゲ
オ
ル
グ
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
の
植
物
学
者
に
し
て
社
会
学
者
の
レ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の

刑
法
学
者
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
ら
の
名
を
挙
げ
る
。
一
見
す
る
と
奇
妙
に
も
思
え
る
こ
れ
ら
一
連
の
人
物
も
、
パ
ウ
ン
ド
の
眼
に
は
一
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つ
の
線
で
明
確
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

古
典
力
学
モ
デ
ル
・・
機
械
論
的
社
会
学
へ
の
批
判

社
会
学
的
法
学
に
向
か
う
知
的
動
向
の
出
発
点
を
、
パ
ウ
ン
ド
は
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
哲
学
に
求
め
て
い
る
。

社
会
学
の
創
始
者
で
あ
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
は
、
数
学
者
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
科
学
的
思
考

の
中
心
点
は
、
物
理
的
宇
宙
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
書
物
が
、
ラ
プ
ラ

ス
の
『
宇
宙
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
で
あ
る
。
人
々
は
、
数
学
的
に
証
明
可
能
な
諸
法
則
が
あ
る
と
い
う
観
念
に
魅
了
さ
れ
、
こ
の
法
則
が

自
然
の
諸
々
の
作
用
を
支
配
し
て
い
る
と
考
え
た
。
こ
の
た
め
、
人
々
に
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
数
学
的
・
物
理
学
的
に
見
る
傾
向
が
あ

り
…
こ
の
数
学
的
・
機
械
論
的
な
法
則
を
発
見
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
が
、
最
初
の
実
証
主
義
哲
学
者
の
思
考
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
た

め
、
法
に
関
し
て
も
、
こ
れ
が
最
初
の
実
証
主
義
的
思
考
の
タ
イ
プ
に
な
り
、
最
初
の
段
階
の
社
会
学
的
法
学
と
な
っ
た
。
…
こ
の
機

械
論
的
社
会
学
は
、
社
会
学
の
始
祖
の
持
つ
心
の
性
向
と
、
彼
が
書
を
著
し
た
時
代
、
つ
ま
り
ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
前
の
時
代
に
、
大
半
の

人
々
を
魅
了
し
て
い
た
知
的
影
響
の
下
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（15
）
　
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
前
の
科
学
研
究
は
、
ラ
プ
ラ
ス
の
宇
宙
論
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
典
力
学
を
モ
デ
ル
と
す
る
決
定
論
に
支
配
さ
れ
て

い
た（16
）
　
。
世
界
は
す
で
に
因
果
法
則
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
秘
密
の
カ
ギ
を
握
れ
ば
未
来
永
劫
に
到
る
ま
で
の
予
測
が
可
能
で
あ

る
と
す
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
が
、
力
学
の
世
界
の
み
な
ら
ず
社
会
や
歴
史
の
研
究
に
ま
で
強
力
な
支
配
力
を
及
ぼ
し
、
機
械
論
的
世
界
観
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を
背
景
と
し
た
数
学
に
よ
る
解
明
を
目
指
す
や
り
方
は
、
社
会
や
歴
史
の
分
野
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
か
く
し
て
、
最
初
の
社
会
学
が
、
実

証
主
義
哲
学
と
し
て
こ
こ
に
登
場
す
る
。
法
学
に
お
い
て
も
こ
の
モ
デ
ル
の
支
配
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
公
理
か
ら
の
演
繹
体
系
の
仕
組

み
を
示
す
こ
と
が
、
科
学
的
な
こ
と
と
み
な
さ
れ
た
。

だ
が
、
決
定
論
の
支
配
が
崩
れ
る
萌
芽
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
自
然
研
究
自
ら
の
う
ち
に
あ
り
、
様
々
な
現
象
を
観
察
す
る
中
か
ら
、
機

械
論
と
決
定
論
は
必
ず
し
も
万
能
で
は
な
い
こ
と
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

宇
宙
は
何
か
ら
何
ま
で
決
定
論
で
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
「
結
果
」
が
特
定
で
き
る
「
原
因
」
か
ら
生
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
こ
の
考
え
方
が
広
ま
っ
た
の
は
、
一
九
世
紀
の
末
の
こ
と
だ
っ
た
。
科
学
者
が
自
然
に
つ
い
て
知
る
よ
う
に
な
る
と
、
原

因
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
知
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
知
り
よ
う
が
な
い
現
象
―
―
た
と
え
ば
気
体
や

液
体
の
中
の
個
々
の
分
子
の
運
動
、
流
体
の
乱
流
―
―
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
科
学
者
に
よ
る
自
然
の
見
方
が
あ
ら
た
ま
り
、

無
作
為
と
か
確
率
論
的
と
言
わ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
発
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
自
然
観
で
は
、
あ
る
過
程
か
ら
出

て
く
る
い
く
つ
か
の
結
果
の
確
率
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
で
き
る
の
は
そ
こ
ま
で
だ
。
…
少
な
く
と
も
一
定
の
用
途
で

は
、
ラ
プ
ラ
ス
が
理
解
し
て
い
た
よ
う
な
意
味
で
の
予
測
は
、
過
去
の
遺
物
に
な
っ
て
い
た（17
）
　
。

古
典
力
学
の
上
げ
た
数
々
の
華
々
し
い
成
果
に
魅
了
さ
れ
、
多
く
の
独
立
諸
科
学
が
誕
生
す
る
に
到
っ
た
が
、
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
そ

の
支
配
が
足
元
か
ら
揺
ら
ぎ
始
め
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
以
後
に
な
る
と
、
機
械
論
と
決
定
論
の
考
え
を
疑
問
視
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
自
然

を
対
象
と
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
支
配
力
は
徐
々
に
低
下
し
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
学
に
つ
い
て
も
そ
れ
ま
で
支
配
し
て

き
た
機
械
論
と
還
元
主
義
に
代
わ
り
、
生
態
学
的
な
見
方
が
勢
い
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
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一
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
経
済
思
想
を
科
学
と
す
る
古
典
主
義
政
治
経
済
学
の
勢
い
が
、
経
済
学
の
み

な
ら
ず
法
学
の
世
界
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
法
的
な
問
題
を
も
っ
ぱ
ら
経
済
学
の
言
葉
で
述
べ
る
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
た（18
）
　
。

こ
の
傾
向
を
批
判
的
に
捉
え
、
社
会
学
的
法
学
に
向
け
た
動
き
が
生
じ
た
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
進
化
思
想
の
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

受
け
、
機
械
論
に
代
わ
る
新
た
な
視
点
が
強
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

一
九
世
紀
末
の
三
〇
年
の
間
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
画
期
的
な
著
作
に
よ
り
、
進
化
と
い
う
観
念
が
科
学
的
思
考
の
中
心
を
占
め
る
も

の
に
な
っ
た
。
自
然
科
学
か
ら
進
化
と
い
う
観
念
が
入
り
込
み
、
そ
れ
が
哲
学
を
作
り
変
え
…
最
終
的
に
は
、
こ
の
影
響
が
法
学
に
ま

で
及
ん
だ
。
国
家
と
法
に
関
す
る
物
理
学
を
作
ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
国
家
に
関
す
る
生
物
学
へ
と
引
き
継
が
れ
、
機
械
論
的
社
会
学

に
代
わ
り
、
生
物
学
的
社
会
学
が
現
れ
た（19
）
　
。

生
物
の
種
は
、
そ
の
大
半
が
絶
滅
に
到
る
中
で
、
環
境
に
適
応
し
え
た
数
少
な
い
も
の
だ
け
が
生
き
延
び
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、

極
め
て
長
い
時
の
流
れ
を
経
た
上
で
、
生
物
種
は
多
様
な
も
の
へ
と
変
化
を
遂
げ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
こ
の
進
化
論
的
思
考
は
、
生
物
学

の
分
野
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
当
時
の
社
会
に
ま
で
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
決
定
論
と
還
元
主
義
を
モ
デ
ル
と
し
て

き
た
諸
科
学
研
究
に
対
し
て
も
、
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。
と
は
い
え
、
当
初
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
見
解
も
も
っ
ぱ
ら
機
械
論
的
世
界

観
の
眼
で
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
学
は
単
に
生
物
学
的
用
語
を
借
用
し
た
だ
け
で
、
内
容

は
以
前
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
の
状
態
に
留
ま
っ
た（20
）
　
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
や
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ノ
グ
ラ
ー

ド
フ
な
ど
の
歴
史
法
学
も
、
法
の
変
化
を
社
会
の
変
化
と
結
び
つ
け
た
点
で
、
そ
れ
以
前
の
も
の
よ
り
や
や
進
歩
し
た
と
は
い
え
、
基
本

デ
ー
タ
や
発
展
法
則
を
相
変
わ
ら
ず
決
定
論
的
に
捉
え
が
ち
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
に
さ
ほ
ど
高
い
評
価
を
与
え
て
い
な
い（21
）
　
。



明治大学　法律論叢 84巻 2・3号：責了 tex/okazaki-8423.tex page162 2011/12/27 09:56

――法　　律　　論　　叢―― 162

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
唱
え
て
い
た
こ
と
は
、
生
物
種
は
時
が
経
つ
う
ち
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
…
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
こ
の
変
化

の
過
程
を
「
自
然
淘
汰
」
と
呼
ん
だ
。
…
自
然
淘
汰
の
も
と
に
な
る
の
が
、
同
じ
種
に
属
す
る
個
体
間
に
多
く
の
小
さ
な
違
い
が
存
在

す
る
こ
と
だ
…
。
そ
れ
ま
で
の
、
自
然
学
者
が
植
物
や
動
物
を
種
に
よ
っ
て
分
類
整
理
す
る
系
統
的
な
体
系
を
開
発
し
よ
う
と
し
て
い

た
と
き
に
は
、
こ
の
小
さ
な
違
い
は
だ
い
た
い
無
視
さ
れ
て
い
た
。
分
類
整
理
す
る
と
い
う
目
的
に
と
っ
て
は
、
小
さ
な
個
体
差
は
無

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
な
る
と
、
ど
ん
な
分
類
方
式
も
、
複
雑
す
ぎ
て
使
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
進
化

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
話
は
逆
で
、
小
さ
な
違
い
と
、
そ
の
違
い
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
能
力
に
、
当
の
違
い
が
ど
う
影
響
す
る
か
が
、

進
化
の
過
程
を
理
解
す
る
鍵
と
な
っ
た（22
）
　
。

体
系
化
を
目
指
せ
ば
、
細
か
い
相
違
は
そ
の
目
的
を
阻
害
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
、
無
視
さ
れ
る
に
留
ま
ら
ず
、
排
除
の
対
象
に
も
さ

れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
法
学
研
究
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
ロ
ー
マ
法
を
ベ
ー
ス
に
据
え
た
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
い
わ
ゆ
る
パ
ン
デ
ク
テ
ン

法
学
に
お
い
て
は
、
概
念
と
法
理
の
精
緻
な
体
系
化
を
目
指
す
立
場
か
ら
、
法
典
法
だ
け
を
正
規
の
法
と
み
な
し
、
そ
こ
か
ら
は
み
出
し

た
慣
習
法
を
、
体
系
化
の
阻
害
要
因
と
し
て
排
除
す
る
傾
向
が
顕
著
に
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
慣
習
法
を
擁
護
し
て
法
典
主
義
の
批
判
を
展
開
し
た
の
が
自
由
法
運
動
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
人
物
の
一
人
が
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
で
あ
る
。
彼
は
、
地
域
ご
と
に
違
い
が
あ
る
地
方
慣
習
法
こ
そ
、
人
々
を
実
際
に
行
動
に
駆
り
立

て
る
行
為
規
範
と
し
て
の
「
生
け
る
法
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
法
典
法
ば
か
り
を
重
視
す
る
こ
と
へ
の
批
判
を
展
開
し
た（23
）
　
。
ド
イ
ツ
歴
史

法
学
派
に
属
す
る
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
、
自
由
法
運
動
の
中
で
生
態
学
的
な
法
の
研
究
に
目
を
向
け
た
と
は
い
え
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
見
解

と
植
物
学
者
で
も
あ
る
パ
ウ
ン
ド
の
見
解
と
の
間
に
は
、
い
ず
れ
も
社
会
学
的
法
学
を
構
想
し
た
と
し
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
研
究
経

歴
や
動
機
の
点
に
お
い
て
や
や
違
い
が
あ
る
。
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科
学
の
理
論
と
そ
の
適
用
に
よ
り
、
一
八
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
の
前
半
に
、
一
つ
の
革
命
が
起
き
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
を

促
し
た
の
は
、
概
ね
、
一
八
五
九
年
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
こ
の
書
物
は
、
大

西
洋
を
ま
た
ぐ
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
般
に
そ
れ
ま
で
広
が
っ
て
い
た
科
学
、
事
実
、
信
念
に
つ
き
、
再
考
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。

機
械
的
宇
宙
観
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
戦
い
を
挑
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
科
学
の
構
成
要
素
そ
の
も
の
の
定
義
が
、
一
九
世
紀
後
半
に
変
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
…
世
代
を
通
じ
た
自
然
選
択
と
い
う
理
論
に
よ
り
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
示
唆
し
た
も
の
は
、
変
化
を
支
配
す
る
知
的
根

拠
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
代
わ
り
、
地
球
規
模
の
歴
史
に
お
い
て
、
時
の
経
過
に
よ
り
変
化
が
起
き
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
創
造
的
な
知
性
の
命
令
が
な
く
と
も
、
自
然
選
択
と
彼
が
称
し
た
自
然
の
中
に
あ
る
未
知
の
競
争
力
に
よ
る
だ
け
で
、
種
が
変
化
・

絶
滅
・
誕
生
す
る
と
し
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
信
念
は
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
未
だ
容
易
に
は
受
け
容
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た（24
）
　
。

近
代
諸
科
学
は
、
古
典
力
学
を
モ
デ
ル
に
物
理
的
な
力
を
重
視
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
普
遍
主
義
を
目
指
す
こ
の
近
代
科

学
の
動
き
に
乗
っ
て
、
実
証
主
義
的
社
会
学
も
こ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
入
れ
よ
う
と
同
じ
道
を
歩
ん
だ
。
だ
が
、
諸
科
学
が
独
立
す
る
中

で
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
機
械
論
科
学
の
輝
か
し
い
成
果
を
脅
か
す
も
の
と
な
っ
た
。
長
大
な
時
間
を
経
る
中
で
地
球

規
模
の
環
境
変
化
に
よ
り
種
の
変
化
が
起
き
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
、
力
学
と
決
定
論
に
代
わ
り
生
態
学
と
偶
然
論
の
支
配
が
拡
大

す
る
。
し
か
も
、
諸
々
の
変
化
が
周
囲
の
影
響
を
受
け
て
起
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
指
向
性
な
き
ラ
ン
ダ
ム
な
変
化
に
ま
で
発
展
し
か

ね
な
い
。
だ
が
、
一
九
世
紀
末
に
お
い
て
は
概
ね
普
遍
主
義
と
折
り
合
い
が
つ
く
範
囲
で
し
か
生
物
種
や
社
会
の
進
化
が
理
解
さ
れ
ず
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
示
唆
も
さ
ほ
ど
過
激
に
な
ら
な
い
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
た（25
）
　
。
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物
理
学
モ
デ
ル
か
ら
心
理
学
モ
デ
ル
へ

コ
ン
ト
の
機
械
論
社
会
学
と
は
異
な
る
社
会
学
を
模
索
す
る
パ
ウ
ン
ド
は
、
物
理
学
的
な
要
素
よ
り
心
理
学
的
な
要
素
を
重
視
し
た
。

社
会
の
中
で
は
、
人
び
と
は
周
囲
の
影
響
を
直
接
的
・
間
接
的
に
受
け
つ
つ
日
常
生
活
を
送
る
。
人
び
と
は
自
由
意
思
に
基
づ
き
己
の
振

舞
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
に
意
識
に
上
ら
ぬ
周
囲
か
ら
の
影
響
や
古
来
か
ら
の
慣
習
な
ど
も
、
人
の
振
舞

い
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
は
人
び
と
の
振
る
舞
い
に
物
理
的
な
力
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
に
負
け
る
と

も
劣
ら
ぬ
重
要
な
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
物
理
的
要
素
を
上
回
る
こ
と
さ
え
あ
り
う
る
。

た
と
え
刑
法
が
効
力
を
失
っ
て
も
、
誰
も
が
た
ち
ど
こ
ろ
殺
人
に
走
ら
な
い
こ
と
も
、
物
理
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
法
が
維
持
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
の
証
で
あ
る（26
）
　
。
だ
が
、
規
範
論
を
重
視
す
る
傾
向
が
顕
著
な
法
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、
概
ね
論
理
を
人
の

思
考
法
則
と
捉
え
、
規
範
と
物
理
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
た
め
、
生
態
学
と
心
理
的
要
素
を
重
視
す
る
社
会
学

的
法
学
の
視
点
は
希
薄
で
あ
る
。
パ
ウ
ン
ド
が
団
体
法
の
研
究
に
関
し
オ
ッ
ト
ー
・
ギ
ー
ル
ケ
を
高
く
評
価
す
る
理
由
に
も
、
ギ
ー
ル
ケ

が
法
学
に
お
い
て
心
理
学
的
側
面
を
重
視
し
た
点
を
挙
げ
て
い
る（27
）
　
。

パ
ウ
ン
ド
の
友
人
で
あ
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
社
会
学
者
と
し
て
シ
カ
ゴ
学
派
を
創
設
し
た
ア
ル
ビ
オ
ン
・
ス
モ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
二
〇

世
紀
初
め
の
社
会
科
学
は
、
そ
れ
ま
で
も
っ
ぱ
ら
物
理
学
を
モ
デ
ル
に
し
て
き
た
も
の
か
ら
、
徐
々
に
心
理
学
を
基
礎
と
す
る
も
の
に
代

わ
り
始
め
た
。

私
が
学
生
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
当
時
、
歴
史
学
と
経
済
学
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
は
、
決
し
て
心
理
面
の
知
識
を
扱
う
も
の
で
は
な
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か
っ
た
。
そ
れ
は
、
雑
貨
屋
、
帽
子
屋
、
金
物
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
百
貨
店
に
な
る
前
の
時
代
と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。
今
日
、
心

理
学
が
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
社
会
諸
科
学
に
対
し
て
持
つ
関
係
は
、
化
学
が
生
物
学
に
対
し
て
持
つ
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

社
会
の
制
度
と
社
会
の
動
き
の
大
が
か
り
な
解
剖
の
下
に
、
人
間
経
験
の
究
極
を
成
す
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
の
探
求
へ
と
向
か
う
も
の
で

あ
る（28
）
　
。

自
然
の
対
象
が
も
っ
ぱ
ら
外
部
か
ら
作
用
す
る
物
理
的
な
力
に
支
配
さ
れ
る
の
に
対
し
、
人
間
は
、
自
ら
の
内
で
作
用
す
る
心
理
的
な

力
を
通
じ
、
自
然
の
対
象
と
は
違
っ
た
動
き
を
展
開
し
う
る
。
こ
の
点
を
重
視
し
、
社
会
や
法
の
研
究
に
お
い
て
も
、
時
代
が
進
展
す
る

に
つ
れ
、
徐
々
に
心
理
学
を
基
礎
に
据
え
る
も
の
に
変
わ
り
始
め
、
二
〇
世
紀
の
社
会
科
学
に
お
い
て
は
、
広
く
心
理
学
が
そ
の
基
礎
に

据
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
法
学
の
研
究
も
以
前
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
規
範
や
論
理
あ
る
い
は
権
利
・
義
務
な
ど
を
研

究
対
象
と
す
る
も
の
か
ら
、
心
理
学
研
究
を
基
礎
と
す
る
も
の
に
変
わ
り
始
め
た
。

パ
ウ
ン
ド
は
、「
一
九
世
紀
末
の
三
〇
年
間
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
議
論
が
個
人
の
自
由
意
思
を
以
て
始
ま
っ
た
」
点
を
改
め
て

強
調
し
、
個
人
主
義
が
極
度
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
ギ
ー
ル
ケ
の
法
人
実
在
説
が
、
法
的
な
も
の
の
考
え
方
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
い
う（29
）
　
。

法
学
と
政
治
学
に
お
い
て
心
理
学
に
向
か
う
動
き
が
起
き
た
の
は
、
偉
大
な
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
法
学
教
授

で
あ
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ル
ケ
（
一
八
四
一
―
一
九
二
一
）
の
著
作
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
社
会
学
的
法
学
に
向
け
た
動
き

の
大
部
分
の
も
の
と
は
異
な
り
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
勢
い
が
法
学
の
内
部
か
ら
一
人
の
法
学
者
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
動
き
は
…
ま
ず
社
会
科
学
の
一
つ
あ
る
い
は
全
て
に
お
い
て
起
こ
り
、
そ
れ
が
そ
の
後
次
第
に
法
学
に
及
ぶ
の
を
常
と
し
て
き
た
が
、
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こ
の
場
合
は
、
法
学
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
動
き
が
、
他
の
社
会
諸
科
学
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る（30
）
　
。

元
来
、
こ
の
種
の
変
革
は
、
法
学
以
外
の
分
野
が
先
導
す
る
形
で
起
き
、
そ
の
影
響
が
法
学
に
ま
で
及
ぶ
の
を
常
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
、

ギ
ー
ル
ケ
の
功
績
は
、
逆
に
法
学
に
端
を
発
し
、
そ
れ
が
社
会
学
研
究
に
ま
で
及
ん
だ
と
パ
ウ
ン
ド
は
い
う
。

法
人
実
在
説
は
、
法
人
は
国
家
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
も
の
と
す
る
法
人
擬
制
説
と
対
立
す
る
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
法
学
が
知
識
に
関
す
る

学
で
は
な
く
実
用
の
学
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
法
人
格
の
問
題
に
お
い
て
、
強
度
の
個
人
主
義
の
視
点
を
薄
め
、
団
体
に
対
す
る
有
機

的
な
視
点
を
据
え
る
狙
い
か
ら
、
法
人
擬
制
説
に
は
批
判
的
で
あ
る（31
）
　
。

法
学
に
お
い
て
権
利
・
義
務
の
帰
属
点
を
考
え
る
場
合
、
実
在
性
を
疑
わ
れ
な
い
「
自
然
人
」
だ
け
が
無
条
件
的
に
そ
の
実
在
を
承
認

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
便
宜
上
の
帰
属
点
と
し
て
、
時
代
の
進
展
に
伴
い
近
代
に
な
っ
て
法
的
に
承
認
さ
れ
た
に
過

ぎ
な
い
。
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
、『
権
利
能
力
論
』
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を
示
し
た（32
）
　
。
し
た
が
っ
て
、
権
利
能
力
を
権
利
・
義
務
の
帰
属
点
を

表
す
便
宜
的
措
置
と
考
え
れ
ば
、
自
然
人
以
外
の
も
の
を
実
在
物
と
し
て
扱
う
こ
と
に
も
、
さ
し
た
る
不
都
合
は
な
い
。

一
九
世
紀
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
分
析
法
学
の
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ス
チ
ン
が
ド
イ
ツ
法
学
の
影
響
を
顕
著
に
示
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
イ
ト
ラ

ン
ド
も
ギ
ー
ル
ケ
の
団
体
法
論
を
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
理
論
』
と
し
て
英
訳
し
て
い
る（33
）
　
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
学
の
影
響
を

強
く
受
け
た
学
者
は
英
米
に
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
、
パ
ウ
ン
ド
の
ギ
ー
ル
ケ
礼
賛
も
ド
イ
ツ
法
学
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
と

受
け
取
ら
れ
が
ち
に
な
る
。
だ
が
、
パ
ウ
ン
ド
に
は
、
団
体
意
思
の
実
在
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
点
で
、
法
学
に
お
け
る
法
人
論
と
は
全

く
違
う
ア
イ
デ
ア
の
源
泉
が
存
在
し
た
。
そ
れ
が
、
彼
の
植
物
学
研
究
で
あ
る
。

個
を
超
え
る
も
の
を
実
在
と
認
め
る
か
否
か
、
こ
の
点
に
関
す
る
論
争
は
、
パ
ウ
ン
ド
と
ク
レ
メ
ン
ツ
の
植
物
地
理
学
研
究
で
も
同
じ
よ

う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
植
物
を
個
別
的
に
単
独
の
も
の
と
し
て
把
握
し
て
き
た
旧
来
の
博
物
誌
的
な
手
法
か
ら
、
植
物
地
理
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学
が
群
落
な
ど
群
集
す
る
植
物
の
中
で
植
物
を
群
れ
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
へ
の
変
化
が
一
因
と
な
り
、
植
生
の
研
究
を
巡
っ

て
起
き
た
論
争
で
あ
る
。

一
九
世
紀
に
な
っ
て
植
物
地
理
学
が
、
伝
統
的
な
博
物
学
的
指
向
性
に
基
づ
い
た
植
物
誌
的
な
も
の
か
ら
変
化
し
た
最
も
重
要
な
点

は
、
集
団
の
中
で
の
植
物
の
実
態
を
認
識
し
よ
う
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
…
一
九
世
紀
の
植
物
地
理
学
者
が
、
単
に
植
物
の
目
録
作

り
と
は
対
照
的
に
、
植
生
に
つ
い
て
の
新
し
い
見
解
あ
る
い
は
概
念
を
発
展
さ
せ
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
…
植
生
の
研
究
で
は
、
個
々

の
植
物
や
種
の
研
究
と
は
異
な
り
、
個
体
や
種
を
越
え
た
レ
ベ
ル
の
認
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。
…

自
然
界
に
は
識
別
可
能
な
、
記
述
し
う
る
、
そ
し
て
分
類
も
で
き
地
図
に
も
描
け
る
よ
う
な
実
体
、
す
な
わ
ち
群
集
が
存
在
す
る
と

い
う
信
念
が
古
く
か
ら
あ
り
、
こ
の
考
え
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
闘
わ
さ
れ
て
き
た
。
…
実
体
の
識
別
や
そ
の
分
類
を
洗
練

化
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
払
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
実
体
が
存
在
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
生
物
学
者

の
単
な
る
想
像
上
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
研
究
の
便
宜
上
作
ら
れ
た
概
念
で
し
か
な
い
の
か
、
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

図
が
含
ま
れ
て
い
た（34
）
　
。

植
物
学
地
理
学
は
、
個
と
し
て
の
植
物
を
単
独
に
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
き
め
細
か
く
描
写
し
分
類
す
る
も
の
で
は
な
い
。
植
物
が
入
り

乱
れ
群
れ
を
な
す
ま
ま
の
状
態
で
把
握
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
単
に
個
と
し
て
の
植
物
を
枚
挙
す
る
の
で
は
な
く
、
群
を
別
単
位
と
し
て
認

め
る
必
要
も
生
じ
る
。
そ
こ
か
ら
、
個
を
超
え
た
存
在
が
、
単
な
る
研
究
の
便
宜
だ
け
の
存
在
な
の
か
、
そ
れ
と
も
便
宜
を
越
え
た
自
然

の
実
在
な
の
か
を
巡
る
論
争
が
起
き
た
。

認
識
の
学
た
る
植
物
学
と
、
実
用
の
学
た
る
法
学
と
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
は
植
物
学
に
お
け
る
「
法
人
論
争
」
に
他
な
ら
な
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い
。
植
生
研
究
の
諸
学
派
の
中
で
も
、
伝
統
的
方
法
を
採
る
陣
営
は
、
個
を
超
え
る
群
を
実
在
と
す
る
立
場
を
採
っ
た（35
）
　
。
パ
ウ
ン
ド
と
ク

レ
メ
ン
ツ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
植
物
地
理
学
研
究
の
先
駆
者
で
あ
り
、
ク
レ
メ
ン
ツ
は
後
に
、
植
物
群
落
が
時
間
を
追
う
ご
と
に
移

り
変
わ
る
〈
遷
移
〉
の
研
究
者
と
し
て
名
を
成
し
て
い
る
。
彼
は
、
群
落
も
個
体
と
し
て
の
生
物
と
同
じ
よ
う
に
成
長
し
、
成
熟
し
、
死

に
さ
え
す
る
も
の
で
、
そ
れ
を
個
体
と
同
等
の
「
超
―
個
体
」
と
考
え
た（36
）
　
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ベ
ッ
シ
ー
（
一
八
四
五
―
一
九
一
五
）
は
、
一
八
八
四
年
、
州
立
大
学
の
植
物
学
教
授
お
よ
び
州
の
植

物
学
者
と
し
て
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
リ
ン
カ
ー
ン
に
や
っ
て
来
た
。
…
彼
の
最
も
重
要
な
弟
子
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ｅ
・
ク
レ
メ
ン
ツ
（
一

八
七
四
―
一
九
二
六
）
で
あ
り
、
彼
は
プ
レ
ー
リ
ー
の
草
原
生
態
学
の
研
究
を
始
め
る
た
め
に
ロ
ス
コ
ー
・
パ
ウ
ン
ド
（
一
八
七
〇
―

一
九
六
四
）
と
協
力
し
た
。
彼
ら
は
ド
ル
ー
デ
の
植
物
地
理
学
を
読
み
同
様
の
研
究
を
し
よ
う
と
決
心
し
た
…
。
一
八
九
八
年
の
パ
ウ

ン
ド
と
ク
レ
メ
ン
ツ
の
『
ネ
ブ
ラ
ス
カ
の
植
物
地
理
学
』
は
ア
メ
リ
カ
の
植
物
学
の
標
準
的
な
教
科
書
と
な
り
、
一
九
〇
五
年
の
ク
レ

メ
ン
ツ
の
『
生
態
学
の
研
究
法
』
は
新
し
い
方
法
論
を
記
述
し
た
最
初
の
教
科
書
に
な
っ
た
。
…
ク
レ
メ
ン
ツ
は
還
元
主
義
と
は
根
本

的
に
異
な
る
生
態
学
の
哲
学
を
発
展
さ
せ
た
影
響
力
の
あ
る
書
き
手
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
社
会
有
機
体
モ
デ
ル
に

倣
い
、
植
物
群
集
は
そ
れ
自
体
の
生
命
を
も
つ
真
の
超
有
機
体
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
と
っ
た（37
）
　
。

オ
ッ
ト
ー
・
ギ
ー
ル
ケ
の
団
体
法
論

パ
ウ
ン
ド
は
、
個
人
主
義
の
勢
い
が
強
か
っ
た
一
九
世
紀
の
法
学
に
お
い
て
、
ギ
ー
ル
ケ
の
法
人
実
在
説
を
「
革
命
的
な
」
功
績
と
ま

で
言
い
、
そ
の
団
体
意
思
の
実
在
論
を
高
く
評
価
す
る
。
植
物
学
研
究
に
親
し
ん
で
い
た
パ
ウ
ン
ド
は
、
一
九
世
紀
の
法
学
が
あ
く
ま
で
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個
人
を
思
考
の
出
発
点
と
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
法
理
を
公
理
か
ら
の
演
繹
に
よ
り
構
成
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
を
、
表
面
的
に
科
学

を
装
っ
た
だ
け
の
誤
っ
た
や
り
方
と
し
て
批
判
す
る
。
こ
こ
に
は
、
一
九
世
紀
末
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
の
成
立
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
革
新
主
義
の
陣
営
の
背
後
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
を
嫌
い
ド
イ
ツ
思
想
に
親
近
性
を
抱
く
傾
向
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
に
し
て

も（38
）
　
、
ギ
ー
ル
ケ
『
ド
イ
ツ
団
体
法
論
』
の
冒
頭
の
一
節
を
引
用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
パ
ウ
ン
ド
に
ド
イ
ツ
歴
史
法
学
派
へ
の
特
別
な
思

い
入
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
な
い
で
あ
ろ
う（39
）
　
。

人
間
が
何
で
あ
る
か
は
、
人
間
と
人
間
の
結
合
に
負
っ
て
い
る
。
同
時
代
に
生
き
る
人
々
の
力
を
高
め
る
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け

個
人
の
人
格
を
超
え
て
存
続
す
る
そ
の
存
在
を
と
お
し
て
、
過
去
の
世
代
を
来
る
べ
き
世
代
と
結
び
つ
け
も
す
る
、
結
合
体
を
創
造
す

る
と
い
う
可
能
性
は
、
わ
れ
わ
れ
に
発
展
の
可
能
性
、
歴
史
の
可
能
性
を
与
え
た
の
で
あ
る（40
）
　
。

契
約
の
自
由
を
近
代
法
の
一
大
原
則
に
す
る
動
き
に
則
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
契
約
法
が
法
学
上
の
一
大
領
域
に
な
っ
た
の
は
一
九

世
紀
半
ば
の
こ
と
で
あ
る（41
）
　
。
古
典
主
義
経
済
学
思
想
と
手
を
携
え
る
形
で
資
本
主
義
が
急
速
に
発
達
し
た
一
九
世
紀
末
に
な
る
と
、
レ
ッ

セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
経
済
思
想
が
憲
法
上
の
一
大
原
則
に
ま
で
祀
り
上
げ
ら
れ
、
個
人
主
義
の
強
い
支
配
が
顕
著
に
表
れ
る
。
合
衆
国
最
高

裁
が
「
実
体
的
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
論
」
と
い
う
技
法
を
用
い
、
労
働
時
間
規
制
法
を
違
憲
と
し
て
葬
る
際
に
用
い
た
法
学
上
の
演
繹
的
推

論
が
、
そ
の
典
型
で
あ
る（42
）
　
。
こ
れ
を
「
機
械
論
的
法
学
」
と
称
し
、
パ
ウ
ン
ド
は
そ
れ
に
手
厳
し
い
批
判
を
加
え
た（43
）
　
。

人
が
人
た
り
う
る
た
め
に
は
、
単
に
一
個
人
と
し
て
ば
ら
ば
ら
に
生
き
て
い
る
状
態
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
一
個
人
を
超
え
る
団
体
の

中
で
の
人
び
と
の
結
び
つ
き
を
通
じ
て
生
き
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
そ
れ
が
可
能
に
な
る
と
ギ
ー
ル
ケ
は
い
う
。
こ
の
考
え
を
法
学

に
持
ち
込
み
、
団
体
の
人
格g

ro
u
p
p
erso
n
a
lity

と
団
体
意
思g

ro
u
p
w
ill

を
論
じ
た
ギ
ー
ル
ケ
の
見
解
が
、
そ
れ
ま
で
の
法
人
格
論
に
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大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
と
パ
ウ
ン
ド
は
言
う
。

ギ
ー
ル
ケ
が
関
心
を
寄
せ
た
も
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
法
的
人
格
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
的
に
権
利
の
主
体
と
さ
れ
、
自
然
人
の

利
益
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
利
益
が
法
的
に
承
認
さ
れ
護
ら
れ
る
実
体
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
含
ま
れ
る
も
の
は
、
法
人
と
呼

ば
れ
る
も
の
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
法
が
何
ら
か
の
関
係
で
実
体
と
し
て
扱
う
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
団
体
が
含
ま
れ
る
。
ギ
ー
ル
ケ
の
考

え
は
、
法
人
格
論
に
革
命
を
引
き
起
こ
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
中
の
最
大
の
も
の
、
つ
ま
り
国
家
に
関
す
る
新
た
な
諸

理
論
を
打
ち
出
し
た
。

彼
の
見
解
は
、
二
つ
の
点
で
重
要
で
あ
る
。
第
一
は
、
団
体
は
実
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
単
に
擬
制
さ
れ

た
言
葉
の
上
だ
け
の
人
格
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
…
諸
個
人
の
集
合
を
超
え
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
最
初
に
書
を
著
し

た
と
き
に
は
（
一
八
六
八
）
…
法
人
格
は
国
家
に
よ
る
純
然
た
る
創
造
物
と
さ
れ
て
い
た（44
）
　
。

「
個
人
対
政
府（45
）
　
」
と
い
う
個
人
主
義
を
剥
き
出
し
に
し
た
タ
イ
ト
ル
の
書
を
著
し
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
以
上
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
大
人
気
を
博
し
た
。
こ
れ
が
示
す
よ
う
に
、
自
然
権
思
想
と
強
い
個
人
主
義
の
下
に
あ
っ
た
一
九
世

紀
末
の
ア
メ
リ
カ
を
背
景
と
す
れ
ば
、
個
人
と
そ
の
合
意
の
み
に
よ
り
国
家
が
支
え
ら
れ
て
い
る
社
会
契
約
論
の
考
え
と
対
抗
し
、
ギ
ー

ル
ケ
の
ア
イ
デ
ア
の
中
に
国
家
有
機
体
論
を
読
み
込
み
、
個
人
主
義
の
支
配
を
薄
め
よ
う
と
し
て
い
る
パ
ウ
ン
ド
は
、
団
体
意
思
の
存
在

を
認
め
る
ギ
ー
ル
ケ
の
見
解
を
、
法
人
格
論
に
革
命
を
起
こ
し
た
も
の
と
し
て
讃
え
る
。

ギ
ー
ル
ケ
の
見
解
の
第
二
の
重
要
な
点
は
、
集
合
し
た
諸
個
人
が
有
す
る
個
々
の
意
思th

e
w
ills
of
asso
ciated

in
d
iv
id
u
als

と
は
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別
に
、
団
体
に
固
有
の
意
思a

g
ro
u
p
w
ill

な
る
も
の
が
存
在
す
る
と
し
た
点
に
あ
る
。
団
体
の
た
め
に
行
わ
れ
た
り
団
体
の
資
格
で

行
わ
れ
る
諸
々
の
請
求
が
あ
り
、
法
秩
序
は
そ
れ
を
承
認
・
保
護
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
に
は
、
請
求
の
根
拠
は
意
思
に

求
め
ら
れ
た
。
ロ
ー
マ
人
の
感
覚
で
は
、
団
体
意
思
は
自
然
の
も
のn
a
tu
ra
l

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
や
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
国
家
や
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
法
的
効
果
を
賦
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ギ
ー
ル
ケ
が
そ
れ
を
自
然
の
も
の
と
い
わ
ず
、

実
在
的
な
も
の
と
い
う
必
要
に
駆
ら
れ
た
の
は
、﹇
近
代
に
な
っ
て
﹈「
自
然
人
」
が
人
間
一
般
を
指
す
よ
う
に
な
り
、「
自
然
人
」
と
い

う
言
葉
が
、
法
的
人
格
者
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
隔
て
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
…
ギ
ー
ル
ケ
の
著
作
に
よ
り
、
法
学
者
た

ち
は
、
団
体
意
思
を
個
人
の
意
思
に
劣
ら
ぬ
重
要
な
も
の
と
考
え
始
め
た（46
）
　
。

一
九
世
紀
の
法
学
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
個
人
の
自
由
意
思
が
公
準
と
し
て
置
か
れ
が
ち
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ギ
ー
ル
ケ
の
団
体
意
思

は
、
団
体
に
属
す
る
者
が
団
体
内
で
行
う
際
の
意
思
で
あ
り
、
そ
の
意
思
は
団
体
内
に
お
け
る
共
通
の
目
的
に
向
け
、
そ
の
組
織
を
通
じ
て

行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
制
約
を
受
け
た
も
の
で
、
個
々
人
の
意
思
と
は
区
別
さ
れ
る
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
、
団
体
が
法
的

な
取
引
行
為
を
行
い
、
そ
の
意
思
に
法
的
効
果
を
与
え
る
必
要
を
考
え
れ
ば
、
団
体
意
思
の
実
在
を
認
め
る
方
が
便
利
で
あ
る
と
考
え
る（47
）
　
。

パ
ウ
ン
ド
の
こ
の
ギ
ー
ル
ケ
評
価
は
、
あ
く
ま
で
便
宜
上
の
問
題
と
過
度
の
個
人
主
義
へ
の
牽
制
、
な
ら
び
に
社
会
契
約
論
に
対
抗
す

る
有
機
体
と
し
て
の
国
家
と
い
う
思
考
の
枠
内
に
収
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ロ
マ
ニ
ス
ト
に
対
抗
し
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
が

想
い
描
い
た
「
民
族
精
神
」
の
礼
賛
に
結
び
つ
く
も
の
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
ギ
ー
ル
ケ
の
団
体
法
論
に
対
す
る
パ
ウ
ン
ド
の
こ
の

見
方
の
中
に
も
、
植
物
学
研
究
に
お
い
て
群
落
を
観
察
し
て
き
た
視
点
が
反
映
し
て
い
る（48
）
　
。

植
物
が
い
か
な
る
理
由
か
ら
そ
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
の
か
と
い
う
見
方
は
、
対
象
を
人
に
置
き
換
え
れ
ば
、
人
は
い
か
な
る
理
由

か
ら
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
か
と
い
う
見
方
に
通
じ
る
。
パ
ウ
ン
ド
が
、
概
念
法
学
を
批
判
し
た
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
を
社
会
学
的
法
学
に
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不
朽
の
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
礼
賛
す
る
の
も
、
法
的
思
考
を
概
念
天
国
か
ら
地
上
に
引
き
ず
り
降
ろ
し
、
法
理
に
現
実
生
活
と
の

接
触
を
保
つ
よ
う
仕
向
け
た
こ
と
に
よ
る（49
）
　
。
そ
れ
は
、
法
学
に
演
繹
法
を
通
じ
た
自
己
充
足
的
な
体
系
を
目
指
す
こ
と
を
や
め
さ
せ
、
法

理
や
ル
ー
ル
が
か
つ
て
ど
の
よ
う
な
具
体
状
況
に
遭
遇
し
た
か
を
知
り
、
新
た
な
状
況
に
い
か
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
示
唆
す
る
こ
と

に
向
け
、
思
索
の
転
換
を
迫
る
も
の
と
な
る（50
）
　
。
パ
ウ
ン
ド
が
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
功
績
を
語
る
場
面
に
も
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
通
じ
る（51
）
　
。

サ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
社
会
心
理
学
理
論
を
唱
え
た
の
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
法
学
教
授
で
あ
る
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
（
一
八
五
一

―
一
九
一
一
）
で
あ
る
。
…
彼
に
よ
れ
ば
、
法
の
命
令
に
法
と
し
て
の
力
を
与
え
る
も
の
は
、
そ
れ
が
行
為
の
中
で
規
範
と
な
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
を
法
的
権
利
に
す
る
も
の
は
、
背
後
に
あ
る
法
的
命
令
を
行
為
の
中
に
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
彼
が
言
う
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
法
の
命
令
を
行
為
の
中
に
獲
得
す
る
の
は
、
そ
れ
を
命
じ
る
権
威
が
、
そ
れ
に
反
す
る
個
人
の
動
機
が
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
命
令
ど
お
り
に
振
舞
う
動
機
を
与
え
る
よ
う
、
社
会
心
理
学
的
な
力
の
裏
づ
け
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会

の
力
を
ふ
る
う
者
の
意
思
、
あ
る
い
は
議
会
に
お
け
る
立
法
者
の
意
思
、
あ
る
い
は
司
法
的
立
法
者ju

d
icial

law
m
ak
er

の
法
理
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
、
法
の
命
令
を
効
果
あ
ら
し
め
る
上
で
十
分
で
は
な
い
。
法
の
命
令
に
は
、
社
会
心
理
学
の
裏
づ
け
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い（52
）
　
。

書
物
の
中
の
法
は
、
書
か
れ
た
だ
け
に
留
ま
る
限
り
、
行
為
規
範
と
し
て
は
機
能
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
行
為
規
範
と
な
る
に

は
、
行
為
の
中
で
規
範
に
な
る
こ
と
、
ま
さ
に
パ
ウ
ン
ド
が‘law

in
a
ction

’

と
称
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
決
し
て
公
式

の
条
文
形
式
を
持
つ
と
は
限
ら
ず
、
議
会
の
承
認
な
ど
と
も
無
関
係
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
人
が
従
う
も
の
ま
で
を
含
む
。
む
し
ろ
、
当

人
に
も
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
い
よ
う
な
、
意
識
せ
ず
し
て
従
う
も
の
こ
そ
、
行
為
規
範
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
法
学
の
世
界
に
お
い
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て
は
、
こ
う
し
た
見
方
に
は
容
易
に
目
が
向
か
ず
、
む
し
ろ
植
物
学
者
パ
ウ
ン
ド
の
目
の
方
が
、
そ
れ
に
は
る
か
に
近
い
と
こ
ろ
に
位
置

し
て
い
た
。

レ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド

社
会
心
理
学
の
重
要
性
を
強
調
す
る
の
は
、
社
会
の
中
に
い
る
人
間
を
集
合
的
に
見
た
場
合
、
そ
こ
に
働
く
力
は
、
物
理
的
な
力
よ
り

心
理
的
な
影
響
力
の
方
が
は
る
か
に
大
き
い
点
に
注
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ル
ビ
オ
ン
・
ス
モ
ー
ル
に
同
意
し
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
社
会

学
に
お
い
て
、
こ
の
転
換
に
先
鞭
を
つ
け
た
人
物
の
一
人
に
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ド
を
挙
げ
、
一
八
八
九
年

に
彼
の
著
し
た
『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー
』
が
、
コ
ン
ト
や
ス
ペ
ン
サ
ー
に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
ま
で
の
社
会
学
を
一
変
さ
せ
た

と
言
う（53
）
　
。
ウ
ォ
ー
ド
は
植
物
学
者
で
も
あ
り
、
か
つ
て
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
の
古
植
物
学
部
門
の
解
説
員
を
務
め
て
い
た
が
、
パ
ウ
ン

ド
と
ク
レ
メ
ン
ツ
は
、
博
士
論
文
『
植
物
地
理
学
』
の
序
に
お
い
て
、
ウ
ォ
ー
ド
か
ら
研
究
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
に
謝
辞
を

記
し
て
い
る（54
）
　
。

社
会
学
を
機
械
論
的
か
つ
静
的
な
も
の
か
ら
生
態
学
的
で
動
的
な
も
の
へ
と
転
換
し
た
ウ
ォ
ー
ド
は
、
社
会
に
働
く
諸
力
を
「
本
質
的

に
精
神
的
な
も
の
」
と
す
る
立
場
を
採
り
、
一
八
九
二
年
に
著
し
た
『
文
明
の
精
神
的
要
素
』
に
お
い
て
そ
れ
を
力
説
し
て
い
る
。

人
間
に
関
す
る
諸
々
の
現
象
つ
ま
り
…
社
会
現
象
は
…
自
然
に
の
み
左
右
さ
れ
る
地
質
学
的
な
諸
現
象
と
は
違
う
。
そ
の
意
味
で
人

間
の
歴
史
は
精
神
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
…
人
間
は
そ
う
し
た
精
神
の
力
が
働
く
際
の
道
具
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
現
象
の
直
接

的
な
原
因
は
人
の
行
動
で
あ
る
。
人
間
は
そ
の
歴
史
の
大
部
分
に
亙
り
社
会
的
存
在
で
あ
っ
た
し
、
人
間
活
動
の
重
要
な
結
果
は
、
一
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種
の
社
会
的
協
力
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
て
き
た
た
め
、
そ
う
し
た
行
動
を
社
会
行
動
と
呼
ぶ
の
が
慣
例
で
あ
り
、
そ
れ
が
妥
当
で
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
行
動
の
法
則
と
原
理
は
、
社
会
科
学
な
い
し
社
会
学
に
属
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
社
会
学
が
直
接
的
に
心
理
学
…
に

依
拠
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る（55
）
　
。

ウ
ォ
ー
ド
は
、
社
会
学
は
心
理
学
を
基
礎
と
し
、
社
会
の
中
で
実
効
性
あ
る
力
を
探
り
出
し
、
そ
れ
が
作
用
す
る
結
果
を
事
前
に
察
知

す
る
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
意
識
的
に
社
会
改
革
に
向
け
て
活
用
す
る
よ
う
提
唱
し
て
い
る
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
ウ
ォ
ー
ド
が
人
間

の
内
面
に
働
く
力
に
着
目
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
機
械
論
的
な
社
会
学
は
一
変
し
た
と
い
う
。

社
会
学
の
前
線
に
お
け
る
全
面
的
な
変
化
が
起
き
た
の
は
、
レ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
、
ウ
ォ
ー
ド

は
、
彼
の
最
初
の
著
作
に
お
い
て
、
社
会
に
働
く
諸
力
は
「
本
質
的
に
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
立
場
を
採
っ
た
。
…
社
会
で
作

用
す
る
力
は
精
神
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
学
の
基
礎
は
心
理
学
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
…
。
ウ
ォ
ー
ド
は
、
実

効
性
あ
る
社
会
的
な
力
が
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
単
に
、
そ
の
力
が
容
赦
な
く
作
用
す
る
結
果
を
前
以
て
知
る
た
め
だ

け
の
研
究
で
は
な
く
…
そ
れ
を
社
会
の
目
的
に
向
け
て
活
用
し
得
る
よ
う
に
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た（56
）
　
。

ウ
ォ
ー
ド
に
続
き
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
社
会
学
的
法
学
へ
の
貢
献
者
と
し
て
、
模
倣
の
法
則
を
唱
え
た
フ
ラ
ン
ス
の
刑
法
学
者
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
タ
ル
ド
を
挙
げ
る（57
）
　
。『
模
倣
の
法
則
』
を
著
し
た
タ
ル
ド
は
、
先
人
を
模
倣
す
る
こ
と
が
慣
習
と
な
り
、
隣
人
を
模
倣
す
る
こ
と
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
と
考
え
る
。
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タ
ル
ド
は
、
法
シ
ス
テ
ム
の
中
の
最
も
重
要
な
部
分
、
つ
ま
り
、
同
じ
く
「
法
」
と
い
う
名
は
用
い
て
も
、
制
定
さ
れ
た
ル
ー
ル
や

法
と
は
別
の
、
過
去
か
ら
の
伝
統
に
関
す
る
理
論
を
与
え
て
く
れ
た
最
初
の
社
会
学
者
で
あ
る
。
素
人
の
目
に
は
、
法
と
い
え
ば
立
法

が
す
べ
て
を
占
め
る
の
が
常
で
、
刑
法
が
法
を
代
表
す
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
タ
ル
ド
は
、
法
実
務
家
と
し
て
、
過
去
か
ら

の
伝
統
、
構
成
さ
れ
た
法
理
、
司
法
判
決
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
。
彼
は
、
法
シ
ス
テ
ム
に
連
続
性
を
与
え
る
、
伝
統
的
要
素
や
法

的
思
考
様
式
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
心
得
て
い
た
。
法
規
の
発
展
や
適
用
に
関
し
、
こ
れ
ら
の
思
考
様
式
や
心
の
習
性
こ
そ
、
法
の
最

も
永
続
的
な
要
素
で
あ
る（58
）
　
。

コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
コ
ー
ク
の
時
代
か
ら
現
在
に
到
る
ま
で
連
続
的
な
一
体
を
成
し
て
い
る
の
も
、
立
法
や
法
の
テ
ク

ス
ト
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
特
有
な
法
的
思
考
様
式
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
パ
ウ
ン
ド
は
言
う
。
古
く
か
ら
延
々
と
受
け

継
が
れ
、
表
か
ら
は
容
易
に
捉
え
ら
れ
な
い
伝
統
的
思
考
様
式
こ
そ
、
模
倣
の
法
則
が
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
と
パ
ウ
ン
ド

法
学
を
生
態
学
の
視
点
か
ら
見
る
パ
ウ
ン
ド
に
と
っ
て
、
自
ら
の
考
え
に
最
も
接
近
し
た
見
解
を
唱
え
て
い
た
人
物
が
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
法
社
会
学
者
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
で
あ
る（59
）
　
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
『
法
社
会
学
の
基
礎
理
論
』
の
英
訳
版
出
版
に

向
け
助
力
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
第
一
次
大
戦
の
た
め
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
を
ボ
ス
ト
ン
に
招
い
て
講
演
を
依

頼
す
る
手
筈
を
整
え
て
い
た（60
）
　
。
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エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
法
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
最
初
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
彼
が
、
一
九
世
紀
の
形
而
上
学
的
法
学
や
歴

史
法
学
と
は
対
照
的
に
、
抽
象
的
な
個
人
で
は
な
く
、
関
係
や
団
体
を
念
頭
に
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
…
こ
の
関
係
や
団
体
の
中
に
お

い
て
、
慣
習
や
権
利
の
ご
と
き
も
の
が
表
し
て
い
る
の
は
、
公
式
の
立
法
者
が
命
じ
る
も
の
と
は
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
。
…
エ
ー
ル

リ
ッ
ヒ
の
考
え
で
は
、
こ
の
公
式
の
命
令
の
背
後
に
、
人
々
が
諸
々
の
関
係
の
中
で
自
ら
を
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
わ
せ
、
諸
関
係
の
内

的
秩
序
を
維
持
さ
せ
る
よ
う
振
舞
わ
せ
る
も
の
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
広
義
の
意
味
で
、
彼
自
ら
は
一
九
世
紀
の

歴
史
法
学
派
に
身
を
置
き
、
法
は
発
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
な
が
ら
…
法
を
社
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
手
段
と
考
え
る
新
た
な
歴
史
法
学
派
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
学
的
法
学
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た（61
）
　
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
「
法
律
的
論
理d

ie
J
u
ristisch

e
L
o
g
ik

」
の
解
剖
を
通
じ
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
ロ
ー
マ
法
を

継
受
し
た
国
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
ど
の
国
の
法
学
に
も
見
ら
れ
る
一
般
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
裁
判
や
訴
訟
と
い
う
も
の
が
世
に
現
れ
始
め
た
時
代
を
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
目
的
は
正
し
い
判
決
を
下
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
法

律
的
論
理
を
組
み
上
げ
る
こ
と
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
に
お
い
て
も
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
時
代
に
到
る
ま
で
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
は
今
な
お
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
法
規
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
判
決
が
下
さ
れ
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
裁
判
官
は
自

か
ら
判
決
を
見
つ
け
出
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
後
に
国
家
が
高
度
に
発
展
し
た
時
代
に
お
い
て
も
、
法
規
は
国
家
に
由
来
す
る
と

い
う
考
え
は
、
人
々
に
は
無
縁
の
も
の
で
あ
る
。
法
律
的
論
理
へ
の
執
着
は
歴
史
的
産
物
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
あ
た
か
も
普

遍
的
な
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
思
い
込
み
、
そ
の
よ
う
に
吹
聴
す
る
こ
と
は
、
法
典
万
能
の
ア
イ
デ
ア
に
踊
ら
さ
れ
た
結
果
に
過
ぎ
な
い（62
）
　
。

国
家
が
定
め
た
公
式
の
法
規
だ
け
が
法
で
あ
る
と
い
う
考
え
自
体
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
表
に
現
れ

た
法
が
公
式
の
立
法
者
が
命
じ
た
も
の
で
も
、
そ
れ
が
人
々
の
行
為
規
範
と
し
て
機
能
す
る
と
は
限
ら
な
い
以
上
、
法
を
法
規
の
集
合
に
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収
め
切
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
は
し
な
い
。
パ
ウ
ン
ド
が
植
物
学
者
の
目
で
法
学
の
世
界
を
見
た
の
と
は
対
照
的
に
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
、

法
律
的
論
理
の
分
析
を
通
じ
、
歴
史
法
学
派
の
一
人
と
し
て
、
法
学
内
部
の
カ
ラ
ク
リ
を
あ
ぶ
り
出
し
た
。

パ
ウ
ン
ド
が
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
に
同
調
す
る
点
は
、
法
律
的
論
理
が
目
的
に
対
す
る
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
に
加
え
、
法
と
社
会
を
考
え
る
に
際
し
、
社
会
を
人
間
の
集
団
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
法
を
そ
の
集
団
の
内
的
秩
序
の
形
成
と

絡
め
た
点
で
あ
る
。
外
部
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
公
式
の
法
よ
り
、
重
層
す
る
内
部
秩
序
が
行
為
規
範
と
し
て
優
先
す
る
限
り
、
そ
れ
に

適
っ
た
法
は
遵
守
さ
れ
て
も
、
そ
う
で
な
い
法
は
形
だ
け
の
も
の
に
終
わ
る
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
考
え
の
重
要
な
特
徴
は
、
彼
の
法
秩
序
の
見
方
に
、
つ
ま
り
法
秩
序
を
作
る
諸
々
の
関
係
の
序
列
化
、
一
連
の
行

為
諸
規
範
、
特
定
の
法
規
の
機
能
的
な
見
方
に
、
ま
た
判
決
の
た
め
の
規
範
は
限
ら
れ
た
役
割
し
か
果
た
さ
な
い
と
し
た
見
方
に
あ
る
。

彼
は
、
社
会
を
見
る
に
際
し
、
そ
れ
を
孤
立
し
た
抽
象
的
個
人
の
集
合
体
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
諸
々
の
関
係
を
持
つ
人

間
集
団
の
総
体
と
し
て
捉
え
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
内
部
に
お
け
る
秩
序
形
成in

n
er
o
rd
erin
g

こ
そ
、
彼
の
歴
史
の
出
発
点
で
あ
る
。

「
法
」
と
い
う
言
葉
を
﹇
法
規
で
は
な
く
﹈
こ
の
法
秩
序
の
意
味
で
用
い
る
場
合
、
団
体
の
内
部
秩
序
が
原
初
的
な
も
の
で
あ
り
、
今

な
お
そ
の
基
本
的
な
形
態
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
も
の
が
、
論
理
的
に
派
生
す
る
諸
々
の
形
態
、
つ
ま
り
判
決
の
た
め
の

一
連
の
法
規
や
ガ
イ
ド
、
司
法
過
程
の
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
…
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
秩
序
が
崩
壊
す
る
際
に
、
社
会

が
な
お
維
持
す
る
連
続
性
が
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
考
え
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
く
れ
る
。
一
つ
の
家
や
近
隣
、
ま
た
そ
の
時
そ
の
場

に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
基
本
的
な
グ
ル
ー
プ
や
諸
々
の
関
係
の
伝
統
的
秩
序
や
…
内
部
秩
序
は
、
政
治
的
秩
序
が
崩
壊
し
て
い
る
に
も

拘
わ
ら
ず
、
な
お
機
能
し
続
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
規
は
す
べ
て
、
究
極
的
に
政
治
的
に
組
織
さ
れ
た
社
会
の
権
威
か
ら
引
き
出
さ

れ
る
と
い
う
分
析
法
学
派
の
公
理
は
、
お
よ
そ
現
実
と
は
合
致
し
な
い（63
）
　
。
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法law

と
い
う
概
念
を
、
国
家
が
公
式
に
定
め
る
「
法
規leg

a
l
p
rov
isio
n

」
と
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
、
集
団
を
成
す
人
間
の
群
れ
の

中
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
よ
う
な
「
法
秩
序leg

a
l
o
rd
er

」
に
分
け
て
み
れ
ば
、
法
規
の
意
味
だ
け
で
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
法
学
の
世

界
に
は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
は
法
が
生
き
た
法
と
な
る
原
動
力
た
る
内
部
秩
序
と
法
が
切
り
離
さ
れ
て
し

ま
い
、
そ
の
結
果
、
法
は
地
に
足
の
つ
か
な
い
形
だ
け
の
も
の
に
な
り
か
ね
な
い（64
）
　
。

表
に
現
れ
る
公
式
な
法
と
は
別
に
、
そ
れ
を
裏
で
支
え
る
隠
れ
た
法
秩
序
の
存
在
を
肯
定
す
る
形
で
、
法
社
会
学
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と

が
示
す
よ
う
に
、
パ
ウ
ン
ド
と
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
法
に
対
す
る
見
方
は
か
な
り
接
近
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
到
る
ま
で
両
者
が
辿
っ

た
プ
ロ
セ
ス
に
は
か
な
り
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
帳
尻
の
合
う
形
で
同
じ
よ
う
な
見
解
に
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
が
、

ド
イ
ツ
の
自
由
法
運
動
の
中
に
あ
っ
て
、
法
学
の
中
で
法
律
的
論
理
の
分
析
を
通
じ
、
結
果
的
に
法
に
関
す
る
生
態
学
的
な
見
方
を
採
る

こ
と
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
パ
ウ
ン
ド
は
、
若
き
日
に
殊
の
ほ
か
熱
心
に
行
っ
て
い
た
植
物
学
研
究
を
通
じ
、
端
か
ら
生
態
学
の
視
点
を

身
に
着
け
て
法
学
の
世
界
に
入
っ
て
き
た
。
パ
ウ
ン
ド
か
ら
見
れ
ば
、
法
の
世
界
の
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
で
あ
っ
た
た
め
、
法
学
の
伝
統
に
は

容
易
に
馴
染
め
ず
、
社
会
学
的
法
学
を
模
索
す
る
中
で
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
唱
え
る
法
社
会
学
に
遭
遇
し
、
よ
う
や
く
自
ら
の
同
調
者
を

見
出
し
た
思
い
が
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

パ
ウ
ン
ド
が
示
す
生
態
学
的
な
法
の
見
方
は
、
彼
が
法
学
研
究
の
中
で
身
に
着
け
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
先
立
つ
植
物
学
者
と
し

て
の
視
点
を
、
法
学
研
究
の
中
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
パ
ウ
ン
ド
の
社
会
学
的
法
学
は
、
一
方
で
、
法
学
を
実
用
の
学
と
み
な
す

こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
法
学
と
結
び
付
く
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
他
方
で
、
後
に
パ
ウ
ン
ド
が
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学

と
対
立
す
る
一
因
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
法
が
グ
ッ
ド
・
ラ
イ
フ
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
し
て
も
、
法
に
よ
っ
て
社
会
を

ど
こ
ま
で
変
え
ら
れ
る
か
を
考
え
る
場
合
、
生
態
学
的
な
見
方
は
、
さ
ほ
ど
急
進
的
な
見
方
に
馴
染
ま
な
い
保
守
的
な
一
面
を
有
す
る
か
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ら
で
あ
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
の
賛
同
者
の
中
に
、
社
会
は
法
に
よ
り
変
革
で
き
る
と
い
う
考
え
を
強
く
持
ち
、
よ
り
積
極
的
な
社
会
改

革
を
支
持
す
る
急
進
主
義
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
と
す
れ
ば
、
初
め
の
時
点
で
は
ロ
ッ
ク
ナ
ー
事
件
判
決
を
下
し
た
連
邦
最
高
裁
と
い
う

共
通
の
敵
を
前
に
、
両
者
の
思
惑
の
ず
れ
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、「
ロ
ッ
ク
ナ
ー
時
代
」
が
終
わ
り
に
さ
し
か
か
る
と
、
そ
れ
が

表
面
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る（65
）
　
。

注（
1
）

P
o
u
n
d
,
In
tro
d
u
ctio
n
to

E
u
gen

E
h
rlich

,
T

h
e

F
u
n
d
a
m

en
ta

l
P
rin

cip
les

o
f

th
e

S
ocio

logy
o
f

L
a
w
,
lx
iii.

(2
0
0
9
,

T
ra
n
sa
ctio
n
).

同
僚
の
ク
レ
メ
ン
ツ
は
、
後
に
、
植
物
遷
移
の
研
究
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
植
物
学
研
究
の
第
一
人
者
に
な
っ
て
い
る
。

廣
野
・
市
野
川
・
林
編
『
生
命
科
学
の
近
現
代
史
』p

.2
4
6

（
二
〇
〇
二
、
勁
草
書
房
）。

（
2
）

R
o
sco
e
P
o
u
n
d
&
F
red
eric
C
lem
en
ts,
T
h
e
P
h
y
to
g
eo
g
ra
p
h
y
o
f
N
eb
ra
sk
a
,
P
a
rt
1
:
G
en
era
l
S
u
rv
ey
(1
8
9
8
,
J
a
co
b
N
o
rth

&
C
o
.)
(2
0
1
0
,
K
issin

g
er.).

パ
ウ
ン
ド
と
ク
レ
メ
ン
ツ
の
植
物
学
研
究
と
革
新
主
義
な
ら
び
に
都
市
を
中
心
と
す
る
社
会
改
革
論
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、B

o
sselm

a
n
&
T
a
rlo
ck
,
T
h
e
In
fl
u
en
ce
o
f
E
co
lo
g
ica
l
S
cien
ce
o
n
A
m
erica

n
L
a
w
:
A
n
In
tro
d
u
ctio
n
,
6
9
C
h
i-K
en
t

L
.R
ev
.
p
.8
4
7
(1
9
9
4
).

（
3
）

パ
ウ
ン
ド
の
植
物
学
研
究
が
リ
ン
ネ
の
分
類
学
と
は
異
な
り
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
影
響
に
よ
る
生
態
学
的
視
点
に
立
っ
た
当
時
に
お
け
る
最
新
の
研
究

で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
彼
が
一
九
〇
八
年
に
発
表
し
た
「
機
械
論
的
法
学
」
と
植
物
学
研
究
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
、
岡
嵜
修
「
ロ
ス
コ
ー
・

パ
ウ
ン
ド
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
法
学
」『
朝
日
法
学
論
集
』
第
四
一
号
（
二
〇
一
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）

P
o
u
n
d
,
M
ech
a
n
ica
l
J
u
risp
ru
d
en
ce,
8
C
o
lu
m
b
ia
L
a
w
R
ev
iew
,
p
.6
1
5
(1
9
0
8
).

（
5
）

P
o
u
n
d
,
L
ib
erty

o
f
C
o
n
tra
ct,
1
8
Y
a
le
L
a
w
J
o
u
rn
a
l,
p
.4
5
4
(1
9
0
9
).

（
6
）

P
o
u
n
d
,
T
h
e
S
co
p
e
a
n
d
P
u
rp
o
se
o
f
S
o
cio
lo
g
ica
l
J
u
risp
ru
d
en
ce,
2
4
H
a
rv
.
L
a
w
.
R
ev
.,
p
p
.5
9
1
–
6
1
9
,
2
5
H
a
rv
.
L
a
w
.

R
ev
.,
p
p
.1
4
0
–
1
6
8
,
p
p
.1
8
9
–
5
1
6
.
(1
9
1
1
–
1
2
).

（
7
）

R
o
sco
e
P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
5
v
o
ls.
(1
9
5
9
,
W
est).

N
.
E
.
H
.
H
u
ll,
R
o
sco
e
P
o
u
n
d
a
n
d
K
a
rl
L
lew
elly
n
:
S
ea
rch
in
g

fo
r
A
m
erica

n
J
u
risp
ru
d
en
ce,
p
p
.4
5
-4
6
(1
9
9
7
,
C
h
ica
g
o
)

（
8
）

M
o
rto
n
W
h
ite,
P
ra
g
m
a
tism

a
n
d
th
e
A
m
erica

n
M
in
d
:
E
ssa
y
s
a
n
d
R
ev
iew
s
in
P
h
ilo
so
p
h
y
a
n
d
In
tellectu

a
l
H
isto
ry,

p
p
.4
1
–
6
7
.
(1
9
7
3
,
O
x
fo
rd
).
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（
9
）

P
o
u
n
d
,
L
a
w
in
B
o
o
k
s
a
n
d
L
a
w
in
A
ctio
n
,
4
4
A
m
erica

n
L
a
w
R
ev
iew
,
p
.1
2
(1
9
1
0
).

（
10
）

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
／
渡
辺
・
佐
々
木
訳
『
言
葉
と
物
』p

.1
5
0
.

（
11
）

植
物
地
理
学
は
生
物
地
理
学b

io
g
eo
g
ra
p
h
y,
b
io
lo
g
ica
l
g
eo
g
ra
p
h
y

の
一
分
野
で
あ
り
、
中
で
も
地
球
上
の
植
物
の
分
布
と
そ
の
生
育
の
様

子
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
パ
ウ
ン
ド
は
、
ド
ル
ー
デ
の
研
究
を
手
本
に
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
に
お
け
る
植
物
の
地
理
的
分
布
を
研
究
対
象
と
し
た
。

（
12
）

P
o
u
n
d
&
C
lem
en
ts,
T
h
e
P
y
to
g
eo
g
ra
p
h
y
o
f
N
eb
ra
sk
a
,
2
ed
.
p
p
.1
4
–
1
5
.

（
13
）

「
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
複
数
の
種
の
混
じ
り
あ
っ
た
植
物
の
集
団
の
生
理
的
、
形
態
的
特
性
が
周
囲
の
諸
条
件
に
適
合
し
て
い
る
様
相
に
関

心
が
高
ま
り
、
植
物
の
周
囲
の
環
境
へ
の
適
応
の
研
究
が
進
ん
だ
。
た
と
え
ば
、
北
極
の
寒
冷
で
貧
し
い
土
壌
、
砂
漠
の
乾
燥
、
海
辺
の
強
風
、
捕
食

者
の
攻
撃
に
抗
し
て
生
き
延
び
て
い
く
た
め
の
生
理
や
形
態
、
そ
し
て
そ
の
由
来
の
問
題
で
あ
る
。
リ
ン
ネ
の
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
適
応
は
『
神

の
創
造
の
妙
』
で
済
ん
だ
が
、
自
然
史
の
な
か
で
の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
分
野
は
植
物
生
理
学
的
研
究
と
結
び
付

い
て
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
欧
州
で
盛
ん
に
な
り
、
一
九
世
紀
末
の
一
時
期
、『
植
物
生
物
学
（P

fl
a
n
zen
b
io
lo
g
ie

）』
と
呼
ば
れ
た
。」
廣
野
・
市

野
川
・
林
編
『
生
命
科
学
の
近
現
代
史
』p

.2
4
5
.

（
14
）

ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
／
清
水
訳
『
哲
学
の
改
造
』（
一
九
六
八
、
岩
波
文
庫
）。

（
15
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.2
9
9
–
3
0
0
.

（
16
）

「
わ
れ
わ
れ
は
、
宇
宙
の
現
在
の
状
態
は
そ
れ
に
先
立
つ
状
態
の
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
状
態
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
知
性
が
、
与
え
ら
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
自
然
を
動
か
し
て
い
る
す
べ
て
の
力
と
自
然
を
構
成
し
て
い
る
す
べ
て
の
存
在
物
の
各
々
の
状
況
を

知
っ
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
与
え
ら
れ
た
情
報
を
分
析
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
知
性
は
、
同
一
の
方
程
式
の
も
と

に
宇
宙
の
な
か
の
最
も
大
き
な
物
体
の
運
動
も
、
ま
た
最
も
軽
い
原
子
の
運
動
を
も
包
摂
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
知
性
に
と
っ
て
不
確
か
な
も

の
は
何
一
つ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
目
に
は
未
来
も
過
去
と
同
様
に
現
存
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
精
神
は
、
天
文
学
に
与
え
る
こ
と
が
で

き
た
完
全
さ
の
う
ち
に
、
こ
の
知
性
の
さ
さ
や
か
な
素
描
を
提
示
し
て
い
る
。
人
間
の
精
神
が
力
学
と
幾
何
学
と
に
お
い
て
発
見
し
た
も
の
は
、
万

有
引
力
の
発
見
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
解
析
的
表
現
の
も
と
で
世
界
体
系
の
過
去
と
未
来
の
状
態
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
。」
ラ
プ

ラ
ス
／
内
井
訳
『
確
率
の
哲
学
的
試
論
』p

p
.1
0
–
1
1

（
一
九
九
七
、
岩
波
文
庫
）。

（
17
）

ジ
ョ
ン
・
タ
バ
ク
／
松
浦
訳
『
確
率
と
統
計
―
―
不
確
実
性
の
科
学
―
―
』p

p
.1
0
9
–
1
1
2

（
二
〇
〇
五
、
青
土
社
）。

（
18
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
.3
0
1
.

こ
の
点
に
関
し
て
は

H
.H
o
v
en
k
a
m
p
,
E
n
terp
rise

a
n
d
A
m
erica

n
L
a
w
1
8
3
6
–
1
9
3
7
,

(1
9
9
1
,
H
a
rv
a
rd
),
p
p
.1
–
7
.

岡
嵜
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
伝
統
―
『
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
憲
法
論
』
再
考
」
朝
日
法
学
論
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集
三
七
号
（
二
〇
〇
九
）。

（
19
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.3
0
3
–
0
4
.

（
20
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
.3
0
4
.

（
21
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
.3
0
6
.

（
22
）

ジ
ョ
ン
・
タ
バ
ク
／
松
浦
訳
『
確
率
と
統
計
―
―
不
確
実
性
の
科
学
―
―
』p

p
.1
9
0
–
1
9
1
.

（
23
）

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
著
／
フ
ー
ブ
リ
ヒ
ト
・
河
上
訳
『
法
社
会
学
の
基
礎
理
論
』（
一
九
八
四
、
み
す
ず
書
房
）。

（
24
）

E
d
w
a
rd
C
.
R
a
ff
erty,

A
p
o
stle
o
f
H
u
m
a
n
P
ro
g
ress:

L
ester

F
ra
n
k
W
a
rd
a
n
d
A
m
erica

n
P
o
litica

l
T
h
o
u
g
h
t,
1
8
4
1
–
1
9
1
3
,

p
p
.7
4
–
7
5
.
(2
0
0
3
,
L
o
w
m
a
n
&
L
ittlefi

eld
).

（
25
）

ピ
ー
タ
ー
・
ボ
ウ
ラ
ー
／
横
山
ほ
か
訳
『
進
化
思
想
の
歴
史
』
上
下
（
一
九
八
七
、
朝
日
新
聞
社
）。

（
26
）

「
人
間
が
他
人
の
所
有
権
を
侵
害
し
た
り
し
な
い
の
は
、
刑
罰
を
恐
れ
る
が
故
で
あ
り
、
債
務
を
弁
済
す
る
の
は
執
達
吏
が
や
っ
て
来
る
か
ら
な

の
だ
、
と
い
っ
た
広
く
流
布
さ
れ
た
考
え
方
ほ
ど
、
人
間
の
心
理
に
反
す
る
も
の
は
な
い
。
た
と
え
全
て
の
刑
法
が
無
効
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
―
―
そ
う
し
た
状
況
は
戦
争
や
内
乱
の
際
に
し
ば
し
ば
一
時
的
に
現
出
し
た
―
―
、
殺
人
・
強
盗
・
窃
盗
・
略
奪
に
関
与
す
る
の
は
、
常
に
国
民

の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
平
和
な
時
に
は
、
大
多
数
の
国
民
は
執
達
吏
の
存
在
と
は
無
関
係
に
、
そ
の
課
さ
れ
た
義
務
を
遂
行
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
大
多
数
の
人
間
は
規
範
に
自
発
的
に
服
す
る
の
だ
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
間
を
規
範
に
服

せ
し
め
る
も
の
が
、
単
に
刑
法
や
強
制
執
行
に
対
す
る
怖
れ
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
違
反
者
に
対
し
、
刑

罰
や
強
制
執
行
を
も
っ
て
威
嚇
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
効
力
を
喪
わ
な
い
よ
う
な
社
会
的
規
範
が
、
な
お
多
く
存

在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
／
河
上
訳
『
法
社
会
学
の
基
礎
理
論
』p

.5
6
.

（
27
）

P
o
u
n
d
,
T
h
e
S
co
p
e
a
n
d
P
u
rp
o
se
o
f
S
o
cio
lo
g
ica
l
J
u
risp
ru
d
en
ce,
2
5
H
a
rv
.
L
a
w
.
R
ev
,
p
p
.5
0
3
–
5
0
6
(1
9
1
2
).
P
o
u
n
d
,

J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.3
1
2
–
1
5
.

（
28
）

A
lb
io
n
W
.
S
m
a
ll,
M
ea
n
in
g
o
f
S
o
cia
l
S
cien
ce.
p
p
8
3
–
8
4
.
(1
9
1
0
,
C
h
ica
g
o
,
2
0
1
0
ed
.
L
a
V
erg
n
e).

（
29
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
.3
1
5
.

（
30
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
.3
1
3
.

（
31
）

P
o
u
n
d
,
M
ech
a
n
ica
l
J
u
risp
ru
d
en
ce,
8
C
o
lu
m
b
ia
L
a
w
R
ev
.,
p
p
.6
0
5
–
0
6
.
(1
9
0
8
).

一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
法
学
に
お
い
て
、「
法
人

論
争
」
な
る
も
の
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
法
的
な
権
利
・
義
務
の
帰
属
点
と
し
て
の
個
人
以
外
に
、
新
た
な
帰
属
点
と
し
て
法
人
な
る
も
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の
を
実
在
す
る
も
の
と
認
め
る
か
、
そ
れ
と
も
法
人
は
法
の
承
認
に
よ
り
存
在
を
許
さ
れ
た
擬
制
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
、
と
い
う
争
い
で
あ
る
。

こ
の
争
い
は
、
ロ
ー
マ
法
学
に
お
い
て
法
人
な
る
概
念
が
さ
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
原
因
の
一
端
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ

法
を
採
り
入
れ
た
日
本
の
民
法
に
お
け
る
法
人
論
争
で
も
、
擬
制
説
、
実
在
説
、
否
認
説
、
有
機
体
説
な
ど
、
様
々
な
根
拠
に
基
づ
く
議
論
が
展
開
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
争
を
純
然
た
る
認
識
論
的
問
題
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
不
毛
の
議
論
に
な
る
。
例
え
ば
法
人
擬
制
説
は
、
絶
対
王
政
の
時
代
を

背
景
に
、
個
人
の
ほ
か
に
団
体
を
容
認
す
る
に
は
法
人
特
許
状ch

a
rter

を
必
要
と
す
る
こ
と
と
し
、
自
然
人
以
外
に
法
的
権
利
・
義
務
の
主
体
を

容
認
す
る
こ
と
を
制
約
し
よ
う
と
し
た
意
図
の
下
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
理
解
に
つ
な
が
る
。
絶
対
王
政

の
時
代
に
は
、
中
間
的
団
体
の
存
在
は
国
王
の
恩
寵
に
よ
り
特
別
に
そ
の
存
在
を
許
さ
れ
た
も
の
と
す
る
考
え
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
団

体
は
仮
の
実
在
、
つ
ま
り
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
創
造
さ
れ
た
擬
制
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
の
役
割
を
も
っ
ぱ
ら
公
益
に
関
わ
る
も
の
に

限
定
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
法
人
擬
制
説
と
称
さ
れ
る
も
の
の
社
会
史
的
な
意
味
と
さ
れ
る
。
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』（
法
律

学
全
集
）（
昭
和
四
〇
年
、
有
斐
閣
）。

（
32
）

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
／
川
島
・
三
藤
訳
『
権
利
能
力
論
』（
昭
和
四
七
年
、
岩
波
書
店
）。

（
33
）

メ
イ
ト
ラ
ン
ド
／
青
嶋
ほ
か
訳
『
団
体
法
論
序
説
』（P

o
litica

l
T
h
eo
ry
o
f
th
e
M
id
d
le
A
g
es
b
y
O
tto
v
o
n
G
ierk
e

の
序
文
訳
）。
メ
イ

ト
ラ
ン
ド
／
森
泉
訳
『
法
人
論
』（
一
九
八
九
、
日
本
評
論
社
）。

（
34
）

ロ
バ
ー
ト
・
Ｐ
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
／
大
串
ほ
か
訳
『
生
態
学
・・
概
念
と
理
論
の
歴
史
』p

p
.2
0
0
–
2
0
1

（
一
九
八
九
、
思
索
社
）。

（
35
）

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
『
生
態
学
・・
概
念
と
理
論
の
歴
史
』p

.2
0
4
.

（
36
）

廣
野
・
市
野
川
・
林
編
『
生
命
科
学
の
近
現
代
史
』p

.2
4
6
.

（
37
）

ピ
ー
タ
ー
・
ボ
ウ
ラ
ー
／
小
川
眞
理
子
ほ
か
訳
『
環
境
科
学
の
歴
史
』
Ⅱ
、p

.2
7
1

（
二
〇
〇
二
、
朝
倉
書
店
）。

（
38
）

H
.
H
o
v
en
k
a
m
p
,
E
n
terp
rise
a
n
d
A
m
erica

n
L
a
w
,
1
8
3
7
–
1
9
3
6
.

（1
9
9
0

）

（
39
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
.3
1
4
.

（
40
）

オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ル
ケ
／
庄
子
訳「
ド
イ
ツ
団
体
法
論
」『
駿
河
台
法
学
』第
二
三
巻
一
号
、p.8

6
.

（
二
〇
〇
九
）。P

o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,

v
o
l.1
,
p
.3
1
4
.

（
41
）

ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｗ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
書
（
一
八
四
四
年
）
に
お
い
て
、
近
代
契
約
法
の
原
則
と
さ
れ
る
意
思
理
論
、
契

約
は
両
当
事
者
の
自
由
な
合
意
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う
原
則
が
掲
げ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
歴
史
に
お
い
て
近
代
的
法
理
が
勝
利
を
収
め
た

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。W

illia
m
S
to
ry,
A
T
rea
tise
o
n
th
e
L
a
w
o
f
C
o
n
tra
cts
n
o
t
u
n
d
er
S
ea
l
(1
8
4
4
,
B
o
sto
n
,
1
9
7
2
ed
.).
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M
o
rto
n
H
o
rw
itz,
T
h
e
T
ra
n
sfo
rm
a
tio
n
o
f
A
m
erica

n
L
a
w
,
1
7
8
0
–
1
8
6
0
,
p
.1
8
5
.
(1
9
7
7
).

（
42
）

L
o
ch
n
er
v
.
N
ew
Y
o
rk
,
1
9
8
U
.S
.
4
5
(1
9
0
5
).

こ
の
事
件
の
社
会
史
的
な
視
点
に
立
っ
た
分
析
に
つ
い
て
はP

a
u
l
K
en
s,
J
u
d
icia
l

P
o
w
er
a
n
d
R
efo
rm
P
o
litics:

T
h
e
A
n
a
to
m
y
o
f
L
o
ch
n
er
v
.
N
ew
Y
o
rk
(1
9
9
0
,
K
a
n
sa
s).

（
43
）

P
o
u
n
d
,
M
ech
a
n
ica
l
J
u
risp
ru
d
en
ce,
8
C
o
lu
m
b
ia
L
a
w
R
ev
.,
p
p
.6
0
5
–
6
2
3
(1
9
0
8
).
P
o
u
n
d
,
L
ib
erty

o
f
C
o
n
tra
ct,
1
8
Y
a
le

L
a
w
J
o
u
rn
a
l,
p
p
.4
5
4
–
4
8
7
(1
9
0
9
).

団
体
の
実
在
と
そ
れ
に
固
有
な
意
思
の
存
在
と
い
う
問
題
は
、
抽
象
的
な
議
論
を
展
開
せ
ず
、
団
体
生

活
や
団
体
活
動
の
名
の
下
に
、
個
々
人
が
主
張
す
る
期
待
の
問
題
に
置
き
換
え
る
方
が
分
か
り
易
い
と
言
う
。P

o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,

p
p
.3
1
4
–
1
5
.

こ
れ
は
、
団
体
の
意
思
と
い
う
言
い
方
に
乗
じ
、
必
要
以
上
に
形
而
上
学
的
な
議
論
に
踏
み
込
む
こ
と
を
嫌
っ
た
、
パ
ウ
ン
ド
の
現
実

主
義
的
な
視
点
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
44
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.3
1
5
–
1
6
.

パ
ウ
ン
ド
は
次
の
よ
う
に
付
言
す
る
。
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
ギ
ー
ル
ケ
が
用
い
る
「
実
在

rea
l

」
と
い
う
言
葉
は
、
ロ
ー
マ
法
で
い
う
「
自
然n

a
tu
ra
l

」
と
い
う
言
葉
と
同
じ
意
味
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
で
は
、
市
民
法
上
の
も

のth
e
civ
il

と
自
然
な
も
のth

e
n
a
tu
ra
l

と
が
区
別
さ
れ
、
前
者
は
国
家
の
意
思
に
左
右
さ
れ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
そ
の
基
礎
を
、
国
家
や
法

と
は
関
わ
り
な
し
に
、
物
事
の
道
理th
e
rea
so
n
o
f
th
e
th
in
g

や
自
然
の
事
実
に
置
い
て
い
た
。
ギ
ー
ル
ケ
は
、
ロ
ー
マ
法
上
の
意
味
に
お
い

て
、
団
体
に
は
自
然
の
人
格
が
あ
る
、
つ
ま
り
事
実
上
の
法
人
格
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
人
格
は
、
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
法
は
、
自
然
人
の
場
合
と
全
く
同
様
、
単
に
そ
れ
を
承
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ギ
ー
ル
ケ
に
よ
れ
ば
、
法
が
団
体
を
作
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
集

団
行
為
の
力
を
生
み
出
す
わ
け
で
も
な
い
。
法
は
、
た
だ
そ
れ
ら
を
承
認
し
そ
れ
に
法
的
効
果
を
賦
与
す
る
だ
け
で
あ
る
。
社
団
、
ク
ラ
ブ
、
労
働

組
合
は
、
自
然
の
実
体
で
あ
り
、
そ
れ
が
法
的
に
設
立
さ
れ
れ
ば
法
的
実
体
に
も
な
る
。

（
45
）

H
.
S
p
en
cer,

T
h
e
m
a
n
v
ersu
s
th
e
S
ta
te
(L
o
n
d
o
n
,
W
a
tts,
1
9
4
0
).

（
46
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.3
1
6
–
1
8
.

（
47
）

個
人
の
自
由
意
思
を
万
能
視
し
、
す
べ
て
の
根
拠
を
そ
れ
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
一
九
世
紀
英
米
両
国
に
お
い
て
、
法
学
と
経
済
学
の

領
域
で
強
い
支
配
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
一
九
世
紀
初
め
の
時
代
に
、
一
定
の
条
件
の
下
で
自
由
に
法
人
設
立
を
認
め
る
、
近
代

的
法
人
政
策
に
転
換
す
る
以
前
は
、
法
人
に
は
こ
の
特
許
主
義
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
渡
し
舟
、
運
河
、
馬
車
、
鉄
道
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
公
益
法
人
以

外
は
容
易
に
そ
の
設
立
を
認
め
な
か
っ
た
。
岡
嵜
修
「
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
人
政
策
の
劇
的
変
化
・・C

h
a
rles
R
iv
er
B
rid
g
e

事
件
判

決
に
見
る
近
代
の
誕
生
」
朝
日
大
学
『
法
学
研
究
論
集
』
第
八
号
（
二
〇
〇
八
）。

（
48
）

こ
の
点
に
つ
き
、
パ
ウ
ン
ド
の
有
機
体
論
と
道
具
主
義
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
矛
盾
な
く
収
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
はD

a
v
id
W
ig
d
o
r,
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R
o
sco
e
P
o
u
n
d
,
ch
.1
9
,
O
rg
a
n
icism

v
ersu
s
In
stru
m
en
ta
lism
(1
9
7
4
,
G
reen
w
o
o
d
).

（
49
）

P
o
u
n
d
,
T
h
e
S
co
p
e
a
n
d
P
u
rp
o
se
o
f
S
o
cio
lo
g
ica
l
J
u
risp
ru
d
en
ce,
2
5
H
a
rv
.
L
a
w
.
R
ev
.,
p
p
.1
4
0
–
4
1
.

（
50
）

R
o
sco
e
P
o
u
n
d
,
T
h
e
S
co
p
e
a
n
d
P
u
rp
o
se
o
f
S
o
cio
lo
g
ica
l
J
u
risp
ru
d
en
ce,
2
5
H
a
rv
.
L
a
w
.
R
ev
.,
p
p
.1
4
6
–
4
7
.

（
51
）

「
規
範
は
、
そ
れ
が
意
思
を
規
定
す
る
際
に
動
機
づ
け
の
作
用
を
な
し
う
る
能
力
を
有
す
る
と
き
に
の
み
、
妥
当
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
規
範
の

か
よ
う
な
能
力
は
、
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
遵
守
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
れ
以
上
は
遡
源
で
き
な
い
確
信
か
ら
発
生
す
る
。
法

の
実
定
性
は
、
そ
れ
ゆ
え
最
終
的
に
は
、
つ
ね
に
法
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
確
信
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
か
よ
う
な
、
純
粋
に
主
観
的
な

要
素
の
上
に
、
全
体
の
法
秩
序
は
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
認
識
、
す
な
わ
ち
法
と
は
わ
れ
わ
れ
の
な
か
に
根

づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
社
会
の
機
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
純
粋
に
心
理
的
な
諸
要
素
に
基
礎
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
す

る
、
必
然
的
な
結
果
と
し
て
生
ず
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
の
妥
当
性
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
心
理
的
実
効
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
法
が
保
障
さ
れ
る
の
は
、
し
か
し
、
そ
の
規
定
の
動
機
づ
け
る
力
が
社
会
心
理
的
な
諸
力
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
そ
の
結
果

そ
れ
ら
の
規
範
は
、
こ
れ
に
反
抗
す
る
個
人
の
動
機
に
対
し
行
動
の
動
因
と
し
て
貫
徹
で
き
る
と
い
う
期
待
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
と
き

な
の
で
あ
る
。」
ゲ
オ
ル
ク
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
／
芦
部
ほ
か
訳
『
一
般
国
家
学
』p

p
.2
7
2
–
7
3

（
昭
和
五
八
年
、
学
陽
書
房
）。

（
52
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.3
1
8
–
1
9
.

（
53
）

L
ester

F
ra
n
k
W
a
rd
,
D
y
n
a
m
ic
S
o
cio
lo
g
y,
2
v
o
ls.
(G
en
era
l
B
o
o
k
s,
1
8
8
3
ed
.).

（
54
）

レ
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
は
一
九
一
三
年
に
没
し
て
い
る
が
、
パ
ウ
ン
ド
は
法
学
研
究
を
始
め
た
後
に
ウ
ォ
ー
ド
を
知
る
に
到
っ
た
の
で
は
な
く
、
植

物
学
研
究
に
よ
り
Ｐ
ｈ
Ｄ
を
得
る
前
か
ら
、
彼
と
は
知
人
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
ド
は
自
ら
を
徹
底
し
た
進
化
論
者
と
述
べ
て
い
る
が
、

ス
モ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
の
書
を
よ
く
読
ま
な
い
者
か
ら
は
、
非
常
に
粗
雑
な
タ
イ
プ
の
唯
物
論
者
と
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。S

m
a
ll,
M
ea
n
in
g

o
f
S
o
cia
l
S
cien
ce.
p
.8
3
.

（
55
）

L
ester

W
a
rd
,
T
h
e
P
sy
ch
ic
F
a
cto
r
o
f
C
iv
iliza
tio
n
,
p
.9
7
.
(1
8
9
2
,
1
9
0
6
,
2
d
.ed
,
G
in
n
).

後
藤
訳
『
社
会
進
化
論
』﹇
ア
メ
リ
カ
古

典
文
庫
　18　
﹈p
p
.1
7
9
–
8
0

（
一
九
七
五
、
研
究
社
）。
ウ
ォ
ー
ド
に
つ
い
て
はE

d
w
a
rd
C
.
R
a
ff
erty,

A
p
o
stle
o
f
H
u
m
a
n
P
ro
g
ress:

L
ester

F
ra
n
k
W
a
rd
a
n
d
A
m
erica

n
P
o
litica

l
T
h
o
u
g
h
t,
1
8
4
1
–
1
9
1
3
.

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
フ
ス
タ
タ
ー
／
後
藤
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
社
会
進
化
思
想
』

第
四
章
（
昭
和
四
八
年
、
研
究
社
）
参
照
．

（
56
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.3
2
1
–
2
2
.

（
57
）

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
／
池
田
・
村
澤
訳
『
模
倣
の
法
則
』（
二
〇
〇
七
、
河
出
書
房
新
社
）。
村
澤
・
信
友
訳
『
社
会
法
則
／
モ
ナ
ド
論
と
社
会
学
』
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（
二
〇
〇
八
、
河
出
書
房
新
社
）。
稲
葉
三
千
男
訳
『
世
論
と
群
衆
』（
一
九
六
四
、
未
来
社
）。
中
倉
智
徳
『
タ
ル
ド
』（
二
〇
一
一
、
洛
北
出
版
）。
ア

ン
リ
・
エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
／
木
村
・
中
井
監
訳
『
無
意
識
の
発
見
』
下
（
昭
和
五
五
年
、
弘
文
堂
）。

（
58
）

P
o
u
n
d
,
J
u
risp
ru
d
en
ce,
v
o
l.1
,
p
p
.3
2
2
–
2
3
.

（
59
）

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
も
タ
ル
ド
に
注
目
し
て
い
る
。「
人
間
の
全
て
の
進
歩
は
個
人
の
発
明
と
、
そ
う
し
た
発
明
の
大
衆
に
よ
る
模
倣
と
に
基
づ
い
て
い

る
と
い
う
タ
ル
ド
の
理
論
は
、
ひ
と
た
び
表
現
さ
れ
れ
ば
、
学
問
的
に
重
要
な
認
識
と
な
る
自
明
の
理
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
に
ロ
ー
マ

人
は
法
律
行
為
に
際
し
て
代
理
と
い
う
制
度
を
用
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
に
対
し
て
は
、
蒸
気
機
関
車
を
知
ら
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
ロ
ー

マ
人
は
ま
だ
代
理
制
度
を
発
明
し
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
答
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
故
、
民
族
を
法
の
創
造
者
だ
と
見
做
し
た
歴
史
法
学
派

は
こ
の
点
で
疑
い
な
く
過
ち
を
犯
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」
河
上
／
フ
ー
ブ
リ
ヒ
ト
訳
『
法
社
会
学
の
基
礎
理
論
』p

p
.3
9
8
–
9
9
.

（
60
）

Ｗ
・
Ｍ
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
／
井
上
ほ
か
訳
『
ウ
ィ
ー
ン
精
神
・・
ハ
ー
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
の
思
想
と
社
会
』v

o
l.1
,
p
p
.1
3
5
–
4
2
.

（
一
九
八
六
、
み

す
ず
）。

（
61
）

P
o
u
n
d
,
In
tro
d
u
ctio
n
to

E
u
gen

E
h
rlich

,
T

h
e

F
u
n
d
a
m

en
ta

l
P
rin

cip
les

o
f
th

e
S
ocio

logy
o
f
L
a
w
,
lx
iii-lx

iv
.

（
62
）

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
／
河
上
・
フ
ー
ブ
リ
ヒ
ト
『
法
律
的
論
理
』p

p
.1
0
–
1
3

（
一
九
八
七
、
み
す
ず
）。

（
63
）

P
o
u
n
d
,
In
tro
d
u
ctio
n
to

E
u
gen

E
h
rlich

,
T

h
e

F
u
n
d
a
m

en
ta

l
P
rin

cip
les

o
f
th

e
S
ocio

logy
o
f
L
a
w
,
lx
iv
-lx
v

（
64
）

P
o
u
n
d
,
A
n
A
p
p
recia

tio
n
o
f
E
u
g
en
E
h
rlich

,
3
6
H
a
rv
a
rd
L
a
w
R
ev
.
1
2
9
,
p
.1
3
2
.
(1
9
2
2
).

（
65
）

N
.E
.H
.
H
u
ll,
R
o
sco
e
P
o
u
n
d
a
n
d
K
a
rl
L
lew
elly
n
:
S
ea
rch
in
g
fo
r
a
n
A
m
erica

n
J
u
risp
ru
d
en
ce.
L
a
u
ra
K
a
lm
a
n
,
L
eg
a
l

R
ea
lism

a
t
Y
a
le,
1
9
2
7
–
1
9
6
0
(1
9
8
6
,
C
h
a
p
ell
H
ill).

（
朝
日
大
学
法
学
部
准
教
授
）


